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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計
２月２９日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計
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市の人口　51,045人
男　25,151人　（25,141人）
女　25,894人　（25,898人）

世帯数　21,453 世帯
　　　　（21,436世帯）

3.25
はがきに描こう海洋の夢コンテスト・名護市長賞

『海の中のオーケストラ』
（苫生小学校５年・柿本貴子）

はがきに描こう海洋の夢コンテスト・名護市長賞

『海の中のオーケストラ』
（苫生小学校５年・柿本貴子） 3.25
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家電リサイクル法対象機器が増えます！
　平成13年４月１日からスタートした『家電リサイクル法』（特定家庭用機器再商品化法）が実施されてから２年が

経過しました。この法律は、対象機器（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）のリサイクルを目的とする法律で、市

民のみなさんは『リサイクル料金』や『収集運搬料金』を負担し、電気店などをとおして処理することになります。

　本年４月１日から家庭用冷凍庫が加わり５品目となります。

【家電リサイクルの流れ】
排出者（対象機器を処分する場合）

処 理 方 法
電気店などに引き取りを依頼するか、自分で指定引取場

所へ運搬します。

料 金 負 担

電気店などに対する『収集運搬料金』と製造メーカーに対

する『リサイクル料金』を支払います。

※自ら運搬する場合は『収集運搬料金』は不要です。

支 払 方 法

『収集運搬料金』は、電気店などが引き取りの際などに請

求し、支払います。

『リサイクル料金』は、電気店や郵便局、指定引取場所などで支払います。

小売業者（家電製品の小売店）

引 取 業 者

過去に販売、または買い換えの際に引き取

りを求められた対象機器を引き取ります。

※電気店によっては、引取義務のない対象

機器も引き取ります。

各製造メーカー別の指定引取場所

（対象機器はメーカーによって引取場所が異なります）

グループ 製造メーカー名 指定引取場所

Ａ

松下電器、東芝、日本ビクター、コロナ、

ダイキン工業、森田電子、ＬＧ電子ジャ

パン、日本サムスン、テクノマツオなど

むつ市奥内字今泉143

（有）むつ三山産業

�26-2080

Ｂ

日立製作所、三菱電機、三洋電機、

シャープ、ソニー、アイワ、富士通ゼ

ネラル、パイオニア、船井電機、長

府製作所など

むつ市田名部字赤川ノ内並木113-1

三八五流通株式会社

�22-1271

収集運搬料金

電気店が、個別に料金を設定します

リサイクル料金

エ ア コ ン …………… 3,500円／１台

テ レ ビ …………… 2,700円／１台

洗 濯 機 …………… 2,400円／１台

冷 蔵 庫 …………… 4,600円／１台

冷 凍 庫 …………… 4,600円／１台

※消費税別途

※料金は、重量や大きさには関係ありません

※上記メーカー以外の製造メーカーは、電気店または市廃棄物対策課へお問い合わせください。

冷蔵庫�

冷凍庫�

エアコン�

洗濯機�テレビ�
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ごみの分け方・出し方を守ってください！
【ごみはルールを守り、定められた日に決められた場所へ出してください】

【簡易焼却炉は使用できなくなりました！】

　平成14年 12月１日から、焼却炉の構造基準

が強化され、二重扉や助燃装置などが必要とな

り、この基準に合わない簡易な焼却炉の使用は

野外焼却（野焼き）となります。

【ごみの野焼きは禁止されています！】

　法で定められた焼却炉以外でごみを焼却した

り、露天でごみを燃やしたりする、いわゆる『野

焼き』は、法律で禁止されています。ごみは焼却

しないで、分別して排出してください。

【野焼きによる問題点】

①有害なダイオキシン発生等の原因となります。

②火の粉が飛ぶなど、火災の原因となります。

③煙やススが、ご近所の迷惑となります。

生
（ コ ン ポ ス ト 化 容 器 ）
ごみ自家用処理容器

購入補助は

平成16年４月１日から廃止いたします

　家庭から出る生ごみをバクテリアなどの働き

によって発酵、分解させ、肥料化させる生ごみ

の自家用処理容器を購入された方に助成して

きましたが、４月１日より廃止となりますので、

ご理解をお願いします。

〈詳しくは〉

市廃棄物対策課

�22-1111内線 342・343

《ごみ出しのルール》

①ごみが散乱しないように、袋の口を結ぶか、しばって

出してください。

②割れたガラス等は危険ですので、紙等に包んでから市

指定ごみ袋に入れて不燃ごみとして出してください。

③スプレー缶や卓上コンロ用のガス缶は、使い切ってか

ら必ず穴をあけて出してください。

④ガステーブルは電池を抜いて、市指定ごみ袋へ入るも

のは不燃ごみへ、市指定のごみ袋へ入らないものは粗

大ごみとなります。

⑤ごみはきちんと分別し、市指定ごみ袋で出してください。

《収集場所や処理施設へ持ち込みできないもの》

産業廃棄物、医療廃棄物、タイヤ、バッテリー、化学

薬品や火薬類、消火器、廃油、ガスボンベ、スプリン

グマットレス、自動車やオートバイなどのエンジンが

ついたもの、ブロック、コンクリート殻、家電リサイ

クル法の対象品目（エアコン、テレビ、洗濯機、冷蔵庫、

冷凍庫）、石膏ボード、石膏品

※これらのものは処理できませんので、購入店または処理専門業者に

ご相談ください。

◎粗大ごみ

《収集場所へ出せないもの》

　家庭から出るもののうち、家具や机など市指定の袋

に入らない大型のごみが粗大ごみです。処理する場合

は、市廃棄物対策課へ電話で申し込みをするか、ご自

分で直接処理施設（アックス・グリーン）へ持ち込みしてください。

　戸別収集の場合は『粗大ごみ処理券』が必要です。

 ・縦、横、高さのうち最大の長さが120cm未満の場合…　500円

 ・縦、横、高さのうち最大の長さが120cm以上の場合…1,000円

※粗大ごみ処理券は『市指定ごみ袋等取扱所』の表示のあるお店でお

買い求めください。

〈ご自分でごみを持ち込む場合は〉

下北地域一般廃棄物等処理施設

アックス・グリーン
�45-2650
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され、郵便等による不在者投票につい
『代理記載制度』が新たに創設されました

 １・郵便等による不在者投票の対象者の拡大
　今回の改正により、介護保険法上の要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５である者として

記載されている方が、新たに郵便等による不在者投票をすることができるようになりました。

　郵便等による不在者投票の手続きは次のとおりです。なお、『郵便等投票証明書』は、投票の際に必ず必要となります

ので、忘れずに申請するようにしましょう。

　また、この制度の対象者で、不在者投票ができる指定施設に入所されている方は、郵便等投票証明書がなくても、従

来どおり指定施設において不在者投票ができます。

郵便等投票証明書の交付申請
　投票に先立って、郵便等による不在者投票をすることができる方であることを証明する
『郵便等投票証明書』の交付を、名簿登録地の市町村の選挙管理委員会に申請します。
　

①申請

②郵便等をもって送付

名簿 登 録 地 の

市 区 町 村 の

選挙管理委員会

選 挙 人

申請書

（署名必要）

介護保険の

被保険者証

郵便等投票証明書

投票手続き

　

①申請

②郵便等をもって送付

名簿 登 録 地 の

市 区 町 村 の

選挙管理委員会

選 挙 人

請求書

（署名必要）

郵便等投票

証　明　書

投票用紙 投票用封筒

④郵便等をもって送付

投票用紙 投票用封筒
　③投票する場所において、投票用紙
に候補者名を記載し、投票用封
筒に入れた後、その表面に署名

投票用封筒

（署名必要）

記載済み

投票用紙

①

②



( 5 )

３月１日から、公職選挙法の一部が改正
て、その対象者が拡大されるとともに、
 ２・郵便等による不在者投票における代理記載制度の創設
　郵便等による不在者投票をすることができる選挙人で、自らの投票の記載をすることができない者として定められた

次の（１）または（２）に該当する方は、あらかじめ市区町村の選挙管理委員会の委員長に届出た者（選挙権を有する者

に限る）に投票に関する記載をさせることができるようになりました。

（１）身体障害者福祉法上の身体障害者で、身体障害者手帳に上肢又は視覚の障害が１級である者として記載されている方

（２）戦傷病者特別援護法上の戦傷病者で、戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第２項症までである者

　　として記載されている方

　代理記載の方法による投票を行なうためには、郵便等投票証明書の交付申請に加えて、あらかじめ次の①および②の

手続きを行なっておく必要があります。これらの手続きは同時に行なうことが可能です。また、代理記載の方法による投

票手続きは③のとおりです。

代理記載の方法による投票を行なうことができる方であることの証明手続き
　郵便等投票証明書に代理記載の方法による投票を行なうことができる方である旨の記
載を受けます。

　

①申請

②郵便等をもって送付

名簿 登 録 地 の

市 区 町 村 の

選挙管理委員会

選 挙 人

申請書

（署名不要）

身体障害者手帳
または

戦傷病者手帳

郵便等投票証明書
（代理記載の方法による投票を行なう
ことができる方である旨が記載）

郵便等投票証明書

※この手続きを郵便等投票証明書の交付申請と同時に行なう場合には、
郵便投票証明書の交付申請書への署名は不要です。

代理記載人となるべき方の届出の手続き
　選挙人に代わって投票に関する記載を行なう『代理記載人』となるべき方を届け出ます。

　

①届出

②郵便等をもって送付

名簿 登 録 地 の

市 区 町 村 の

選挙管理委員会

選 挙 人

届出書

（署名不要）

代記載理人となるべき
方による同意書・宣誓書
（代理記載人の署名必要）

郵便等投票証明書

（代理記載人の氏名が記載）

郵便等投票証明書

②

①
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 ３・罰　則
　代理記載人が選挙人の指示する候補者名を記載しなかった等の場合には、２年以下の禁錮または30万円以下の罰金に

処せられます。

この制度に関する申請書は、選挙管理委員会事務局にありますので、お気軽にお問い合わせください。

〈詳しくは〉

市選挙管理委員会事務局　�22-1111内線 780・782

代理記載の方法による投票手続き

　

①投票用紙・投票用封筒の請求

②郵便等をもって送付

名簿 登 録 地 の

市 区 町 村 の

選挙管理委員会

選 挙 人

請求書

（代理記載人の署名必要）

郵便等投票

証　明　書

投票用紙 投票用封筒

④郵便等をもって送付

投票用紙 投票用封筒
　③現在する場所において、代理記載
人は、投票用紙に選挙人が指示
する候補者名を記載し、投票用
封筒に入れた後、その表面に署名

投票用封筒

（代理記載人

の署名必要）

記載済み

投票用紙

③

【
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
】

【
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

〈
応
募
資
格
〉

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
で
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
方
。

▼
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

　

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

22
才
以
上
26
才
未
満
の
方
。
大
学
院

修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）は
28
才

未
満
の
方

▼
歯
科
幹
部
候
補
生

　

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お

い
て
正
規
の
歯
科
課
程
修
了
者
（
見
込

み
）20
才
以
上
30
才
未
満
の
方

▼
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お

い
て
正
規
の
薬
学
課
程
修
了
者
（
見
込

み
）20
才
以
上
26
才
未
満
の
方

〈
受
付
期
間
〉

４
月
５
日（
月
）〜
５
月
11
日（
火
）

〈
試
験
期
日
〉

 

・
一
次
…
５
月
22
日（
土
） ・
23
日（
日
）

※
23
日
は
飛
行
要
員
の
み

 
・
二
次
…
６
月
22
日（
火
）〜
24
日（
木
）

の
間
の
１
日

自　

衛　

官　

募　

集

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【

技

術

海

曹

】

〈
応
募
資
格
〉

・
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
方
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
工
科
系
）・
短
大
（
工
科
系
）・

高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
方（
見
込

み
）

・
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
方
で
、
20
才
以
上
で
国

家
資
格
免
許
資
格
を
有
す
る
方

〈
受
付
期
間
〉

５
月
６
日（
木
）〜
６
月
１
日（
火
）

〈
試
験
期
日
〉

 

・
一
次
…
７
月
１
日（
木
）

〈詳しくは〉

自衛隊青森地方連絡部

む つ 募 集 事 務 所

�２２－７４８４
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４
月
９
日（
金
）

交
通
広
場
オ
ー
プ
ン
！

　

冬
の
間
閉
鎖
し
て
お
り
ま
し
た
む
つ

運
動
公
園
交
通
広
場
が
、
４
月
９
日

（
金
）オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年
も
お
子

さ
ん
と
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
や
自
転
車
を

使
い
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

〈
開
設
期
間
〉

４
月
９
日（
金
）〜
10
月
31
日（
日
）

〈
利
用
時
間
〉午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〈
お
休
み
〉毎
週
火
曜
日

※
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

〈
使
用
料
〉

・
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
…
コ
ー
ス
２
周
で
100
円

・
自
転
車
…
無
料

※
広
場
の
雪
の
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
の

日
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
３

　

４
月
６
日
（
火
）〜
４
月
15
日
（
木
）

の
10
日
間
『
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
』が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
元
気
に
登
校
し
て
い
る
新
入
学

（
園
）児
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
解
け
と
と
も
に
自
転
車
を

利
用
す
る
方
が
多
く
な
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
て
、
交

通
事
故
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

①
運
転
者
は
、幼
稚
園・保
育
所
、学
校
、

高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
周
辺
で
は
、

徐
行
運
転
を
心
掛
け
、
家
庭
で
は
子

ど
も
や
高
齢
者
が
外
出
す
る
際
一
声

か
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
、
夕
方

や
夜
間
の
外
出
で
は
運
転
者
の
目
に

付
き
や
す
い
明
る
い
服
装
で
反
射
材

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
安
全

で
乗
り
慣
れ
た
自
転
車
を
利
用
し
、

直
前
横
断
や
危
険
な
走
行
は
避
け
安

犬
の
登
録
事
項
変
更
届

　

犬
を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
方
は
、

①
転
居
届
で
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
飼

い
主
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
『
犬
の
登

録
事
項
変
更
届
』
を
必
ず
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
転
入
届
を
し
て
む
つ
市
の
住
民
に
な
っ
た
場
合

は
、
転
出
元
の
市
町
村
の
鑑
札
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
む
つ
市
の
鑑
札
を
交
付
し
ま
す
）

③
転
出
届
を
す
る
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町

村
に
む
つ
市
の
鑑
札
を
提
出
し
、
犬
の
転

入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
転
居
届
を
し
た
方
ま
た
は
登
録
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
方
で
『
犬
の
登
録
事
項
変

更
届
』を
し
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は『
犬
の
死
亡
届
』が
必
要
で
す
。

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

　

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
、
散
歩
中

の
犬
が
し
た
フ
ン
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？　

ま
さ
か
、
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し

て
ま
せ
ん
よ
ね
？

　

フ
ン
の
病
害
虫
が
寄
生
し
、
衛
生
環

境
上
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
義
務

で
す
。

　

犬
の
フ
ン
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

４
月
６
日
（
火
）
〜
４
月
15
日
（
木
）

全
運
転
を
心
掛
け
、
夕
暮
れ
時
の
運

転
で
は
早
め
に
点
灯
し
歩
行
者
や
自

動
車
に
自
転
車
の
存
在
を
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

③
６
才
未
満
の
子
ど
も
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
取
り
付
け
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

子
ど
も
を
保
護
す
る
た
め
必
要
で
す
の

で
正
し
く
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
者
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
自
ら

着
用
し
、
助
手
席
や
後
部
座
席
同
乗

者
に
も
着
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
宣
言
大
会
な
ら
び
に

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
『
平
成
16
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
』が
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
交

通
安
全
宣
言
大
会
と
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉４
月
５
日（
月
）午

前
10
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
〜
マ
エ
ダ
本
店

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
３
３
３

春

季

大

掃

除

〜
４
月
25
日（
日
）実
施
〜

　

こ
の
大
掃
除
は
、
み
な
さ
ん
が
住
ん

で
い
る
建
物
や
そ
の
周
辺
を
清
掃
し
、

伝
染
病
や
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
あ
ま
り
掃
除
を
し
な
い
と
こ
ろ

や
、
ほ
こ
り
と
湿
気
が
た
ま
り
や
す
い

と
こ
ろ
を
中
心
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

側
溝
の
掃
除
を
予
定
し
て
い
る
町
内

会
は
早
め
に
市
広
報
広
聴
課
と
協
議
の

う
え
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
25
日
に
実
施
で
き
な
い
町
内
会
は
都
合
の

よ
い
日
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
２
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　

３
月
31
日（
水
）は
、
市
税
と
介
護
保

険
料（
普
通
徴
収
分
）の
第
10
期
分
の
納

期
限
で
す
。

　

昨
年
の
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か

ら
第
10
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
10
期
分
の
納

付
書
を
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・１
９
６

　

納
税
者
の
方
が
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
価
格
に
つ
い
て
適
正
か
ど
う

か
判
断
す
る
た
め
、
ほ
か
の
土
地
・

家
屋
の
価
格
と
比
較
で
き
る『
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』を
無
料
で

　

所
有
す
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
課
税
内
容
に
つ
い
て
確
認
で
き

ま
す
。

　

閲
覧
期
間
は
、
毎
年
４
月
１
日
か

ら
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
（
６

月
30
日
）ま
で
で
す
。

　

閲
覧
の
で
き
る
方
は
、
納
税
義
務

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
期
間
は
、
毎
年
４
月
１
日
か

ら
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
（
６

月
30
日
）ま
で
で
す
。

　

縦
覧
で
き
る
方
は
、
納
税
者（
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
）お
よ
び

そ
の
同
居
親
族
・
納
税
管
理
人
・
委

任
を
受
け
た
方
（
納
税
者
の
委
任
状
が

必
要
）で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
１
８
５
〜
１
８
７

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

者
（
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
）お

よ
び
そ
の
同
居
親
族
・
借
地
人
・
借

家
人
（
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
の
権
利
関

係
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
）・
賦

課
期
日（
１
月
１
日
）後
の
所
有
者（
所

有
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要
）・
納
税
管
理
人
・
委
任
を
受

け
た
方
（
納
税
義
務
者
の
委
任
状
が
必

要
）で
す
。

　

閲
覧
手
数
料
は
、
前
記
『
閲
覧
期

間
』は
無
料
、
そ
れ
以
降
は
有
料
（
１

件
に
つ
き
300
円
）と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
１
８
５
〜
１
８
７

移動図書館車（ブックモビル）の運行について
　昨年に引き続き、図書館から離れている地域（学校）

に対する図書館サービスとして、移動図書館車『ほほえ

み号』を運行します。

　今年度の運行日程は次のとおりです。

〈詳しくは〉

市立図書館　�28-3500

巡回場所 巡回時間 巡回月日

奥 内 小 学 校 12:50～13:25 ４月７日
４月21日
５月５日
５月19日

６月２日
６月16日
６月30日
７月14日

７月28日
８月11日
８月25日
９月８日

９月22日
10月６日
10月20日
11月４日

11月17日
～・～・～
返却のみ
12月１日

中 野 沢 集 会 所 13:45～14:15

近 川 集 会 所 14:35～15:05

宇田町町内会館 12:00～12:30
４月９日

４月23日

５月７日

５月21日

６月４日

６月18日

７月２日

７月16日

７月30日

８月13日

８月27日

９月10日

９月24日

10月８日

10月22日

11月５日

11月19日

～・～・～

返却のみ

12月３日

城 ケ 沢 小 学 校 12:50～13:25

宇曽利川町内会館 13:45～14:15

新城ケ沢集会所 14:35～15:05

角 違 小 学 校 15:25～16:00

斗南岡生活改善センター 13:00～13:30 ４月14日

４月28日

５月12日

５月26日

６月９日

６月23日

７月７日

７月21日

８月４日

８月18日

９月１日

９月15日

９月29日

10月13日

10月27日

11月10日

11月24日

～・～・～

返却のみ

12月８日

赤 坂 集 会 所 13:50～14:20

品ノ木Ｃ集会所 14:40～15:10

第三田名部小学校 15:30～16:05

烏 沢 小 学 校 13:15～13:50 ４月16日

４月30日

５月14日

５月28日

６月11日

６月25日

７月９日

７月23日

８月６日

８月20日

９月３日

９月17日

10月１日

10月15日

10月29日

11月12日

11月26日

～・～・～

返却のみ

12月10日

長 寿 荘 14:00～14:30

関根浜漁民研修センター 14:50～15:20

関 根 小 学 校 15:35～16:10



( 9 )

納
税
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

【
便
利
で
す
】

　

あ
な
た
の
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
税
さ
れ
ま
す
。

【
有
利
で
す
】

　

申
告
所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
15

日
（
月
）で
す
が
、
振
替
日
は
、
４
月

16
日（
金
）と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税（
個
人
事
業
者
）の
納
期
限
３
月
31

日
（
水
）の
振
替
日
に
つ
い
て
は
、
４

月
26
日（
月
）と
な
り
ま
す
。

【
確
実
で
す
】

　

納
期
限
を
忘
れ
て
延
滞
税
を
支
払

う
な
ど
の
ム
ダ
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
納
期
限
前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
手
続
も
簡
単
で
す
】

　
『
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
』を
税
務

署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

　

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
方
が
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
度
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
翌

年
以
降
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
と住

所
変
更
に
つ
い
て

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
に

は
、
毎
年
６
月
は
じ
め
に
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
の
送
付
先
は
、
原

則
と
し
て
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
住
所
（
運
輸
支
局
に
登
録
し
て

あ
る
住
所
）に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
っ
越
し
等
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の
変
更
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、変
更
登
録
の
際
に
は
印
鑑
、

住
民
票
、
自
動
車
検
査
証
、
保
管
場

所
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
変
更
登
録
の
手
続
き
が
す
ぐ
に
で
き
な
い

場
合
は
、
県
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
運
輸
支
局

�

０
１
７

－

７
３
９

－

１
５
０
３

む
つ
県
税
事
務
所
納
税
課

�
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－

８
５
８
１
内
線
２
１
０

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
期
限
内
納
付

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
消

費
者
か
ら
預
か
っ
た
大
切
な
税
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
納
税
の
た
め
の
資
金
手

当
て
や
納
付
の
期
限
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
延

滞
税（
金
）が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
財

産
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
差
押
え
な
ど
の
処

分
を
受
け
る
と
、
結
果
と
し
て
社
会

的
信
用
を
な
く
す
な
ど
、
自
分
自
身

が
損
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
総
額
表
示
方
式
』
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
費

者
に『
値
札
』や『
広
告
』な
ど
で
価
格

を
表
示
す
る
場
合
に
は
、消
費
税（
地

方
消
費
税
を
含
む
）を
含
ん
だ
支
払

総
額
の
表
示
を
義
務
づ
け
る
『
総
額

表
示
方
式
』が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門

個
人
課
税
担
当
�

22

－

４
９
７
６

法
人
課
税
担
当
�

22

－

４
９
８
６

４月１日から学校敷地内全面禁煙に！　ご協力をお願いいたします！
　平成14年に健康増進法が制定され、未成年者の喫煙、受動喫煙（他人の吸うタバコの煙を吸う）をはじめ、『タバコ』

に関わるいろいろな問題が、テレビ・新聞などで大きく取り上げられるようになりました。

　文部科学省でも、全国の自治体や学校に協力要請をしており、これを受けて青森県教育委員会でも、すべての県立

学校での『学校敷地内全面禁煙』を要請しております。

　このような状況下、当市においても第５０５回教育委員会において、学校の禁煙化について話し合われ、『子どもの

健康を第一に、受動喫煙から子どもを守り、同時に喫煙防止教育を推進する』という基本的な考えのもとに、４月１日

から『学校敷地内全面禁煙』を進めることを決定いたしました。

　市民のみなさん、学校においでの機会も多々あると思いますが、学校敷地内の全面禁煙にご協力をお願いします。

〈詳しくは〉

市教育委員会指導課　�22-1111内線 752
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田
名
部
連
絡
所

大
湊
連
絡
所
・
川
守
町
分
室
は　
　
　

平
成
16
年
４
月
か
ら
廃
止
い
た
し
ま
す

　

先
の
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
で
も
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
田
名
部
連

絡
所
、
大
湊
連
絡
所
・
川
守
町
分
室

を
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
廃
止
い
た
し

ま
す
。

　

行
政
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
組
織

の
ス
リ
ム
化
お
よ
び
経
費
の
節
減
、
効

率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め

の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

　

廃
止
に
伴
う
利
便
を
図
る
た
め
、
市

役
所
の
窓
口
業
務
を
次
の
と
お
り
時
間

延
長
い
た
し
ま
す
。

　

繁
忙
期
（
平
成
16
年
４
月
の
月
曜
日

〜
金
曜
日
）に
お
い
て
『
市
民
課
』お
よ

び
『
税
務
課
』の
窓
口
業
務
を
１
時
間
延

長
し
て
、
次
の
事
項
の
証
明
書
の
発
行

業
務
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

 

・
市
民
課
の
窓
口
業
務
と
し
て
…
…
…

住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
抄
本
・
戸
籍

謄
本
・
印
鑑
証
明
書
の
発
行
（
広
域

交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

 

・
税
務
課
の
窓
口
業
務
と
し
て
…
…
…

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付
、
所
得

証
明
・
課
税
証
明
・
資
産
証
明
・
納

税
証
明
書
の
発
行
（
平
成
15
年
度
分

に
限
り
ま
す
。）

〈
詳
し
く
は
〉

【
全
般
】

市
総
務
課
事
務
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
４
６

【
市
税
・
介
護
保
険
料
】

市
税
務
課
収
納
係

�

22

－
１
１
１
１
内
線
１
９
３
・１
９
４

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22
－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・１
９
６

【
住
民
票
・
戸
籍
関
係
】

市
市
民
課
市
民
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
１
４

【
住
宅
料
】

市
建
築
課
住
宅
係

 

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
５
２・６
５
３

【
保
育
料
】

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
５

【
水
道
料
】

市
公
営
企
業
局
水
道
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
８
０
２

【
健
康
診
査
料
】

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
２・４
４
３

【
奨
学
金
】

市
教
育
委
員
会
学
務
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
２
２・７
２
３

　

今
ま
で
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に

は
、
次
の
よ
う
な
方
法
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
…
市
税
・
水
道
料
金
等
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
…
①
以
外
に
各
町
内
会
に
組
織
さ
れ

て
い
る
納
税
貯
蓄
組
合
へ
加
入
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

③
…
住
民
票
・
戸
籍
証
明
書
の
申
請
は

市
内
各
郵
便
局
か
ら
郵
便
請
求
が
で

き
ま
す
。

④
…
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
へ

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３月１４日（日）　スキー・カーニバル
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む
つ
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
特
に
活
躍
さ
れ
た
方
々

を
顕
彰
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
3
月
7
日
、
今
年
度
の
む
つ
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年

に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
が
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
及
び
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▼
坂　

本　

洋　

臣

第
58
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技

少
年
男
子　

第
２
位

▼
飛　

内　

美
沙
緒

第
８
回
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
や
り
投　

第
１
位

▼
船　

水　

拓　

哉

平
成
15
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会

第
24
回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

３
年
男
子
100
Ｍ　

第
１
位

▼
青
森
県
立
田
名
部
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部

第
30
回
東
北
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

少
年
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル　

第
１
位

▼
安　

部　

瑞　

穂　

▼
石　

橋　

由　

美

▼
中　

村　
　
　

香　

▼
秋　

元　

ま
ど
か

▼
永　

澤　

麻　

衣　

▼
中　

野　
　
　

結

第
30
回
東
北
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

少
年
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル　

第
１
位

▼
む
つ
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
19
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
４
×
100
Ｍ
リ
レ
ー　

第
２
位

▼
船　

水　

優　

哉　

▼
吉　

田　

圭　

佑

▼
山　

本　

大　

地　

▼
真　

賀　

祐　

也

▼
田　

中　

慶　

寿

日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
19
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
４
×
100
Ｍ
リ
レ
ー　

第
２
位

平
成
15
年
度
む
つ
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

市
で
は
、
家
族
介
護
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
お

よ
び
３
級
課
程
を
取
得
さ
れ
た
方
に
受

講
料
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

４
月
１
日（
木
）〜
11
月
30
日（
火
）

〈
対
象
者
〉

　

む
つ
市
に
住
所
を
有
し
、
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
、
ま
た
は
過

去
に
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
た
家
族

で
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ

し
、
高
齢
者
の
方
も
市
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と
。
年
齢
は
お
お
む
ね
16

才
か
ら
60
才
ま
で
の
方
。

〈
助
成
金
額
〉

　

受
講
費
用
の
う
ち
3
万
円
ま
で

〈
交
付
ま
で
の
流
れ
〉

①
市
へ
申
請

②
市
か
ら
決
定
通
知

③
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
者
に
直

接
申
し
込
む

④
研
修
受
講

⑤
市
へ
修
了
証
明
書
お
よ
び
受
講
料
領

収
書
の
コ
ピ
ー
と
請
求
書
を
提
出

⑥
助
成
金
の
交
付

〈
詳
し
く
は
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
３
６
・４
３
７

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
の
受
講
料
を
助
成

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
老
人
用
杖

を
支
給
し
ま
す
。

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。（
代
理
可
）

②
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
福
祉
ハ

イ
ヤ
ー
利
用
券
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
に
際
し
て
は
、
各
事
業
所
に

直
接
お
申
込
み
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

※
利
用
の
際
に
住
所
、
氏
名
等
を
確
認
い
た

し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
３
６
・４
３
７

白
地
地
域
に
お
け
る

建
築
形
態
規
制
値
に
つ
い
て

▼
容
積
率
が
変
わ
り
ま
す

　

む
つ
市
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用

途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の
容
積

率
（
敷
地
面
積
に
対
す
る
延
べ
床
面

積
の
割
合
）が
200
％
に
な
り
ま
す
。

（
旧
容
積
率
400
％
）

　

４
月
１
日
以
降
工
事
に
着
手
す
る

場
合
、
新
し
い
容
積
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
建
築
課
建
築
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
５
３

【
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
】

▼
湯　

澤　

清　

志

　
　

む
つ
市
ス
キ
ー
協
会
理
事
、
む
つ
市

ス
キ
ー
協
会
理
事
長
、
む
つ
市
ス
キ
ー
協

会
副
会
長
、
む
つ
市
ス
キ
ー
協
会
会
長

を
歴
任
し
、
現
在
も
名
誉
会
長
と
し
て

協
会
の
組
織
強
化
お
よ
び
ス
キ
ー
競
技

の
普
及
奨
励
と
競
技
力
向
上
に
努
め
ら

れ
、
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
し
た
『
釜
臥
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
』
や
女

性
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
『
キ
ャ
リ
ー
エ
ー
ス
友

の
会
』
の
設
立
、
指
導
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
社
会
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発

展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▼
石　

田　
　
　

誠

　
　
　
第
58
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
ボ
ー
ト
競
技

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　

第
1
位

▼
大　

畑　

奈
保
子

　
　
　

第
70
回
全
日
本
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部　

優
勝

▼
菊　

池　
　
　

周

　
　
　
　

第
34
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

男
子
団
体　

優
勝
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『
そ
の
油
断　

火
か
ら
炎
へ　

災
い

へ
』
を
統
一
標
語
に
、
春
の
火
災
予
防

運
動
が
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
強
い

季
節
風
が
吹
き
荒
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
被
害
が

予
想
以
上
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
15
年
に
お
け
る
む
つ
市
の
火
災

件
数
は
14
件
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
よ

り
８
件
減
少
し
ま
し
た
（
主
な
原
因
は
放
火

が
３
件
と
最
も
多
く
、
た
ば
こ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
が

２
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
）
。

　

こ
の
こ
と
は
、
み
な
さ
ま
の
防
火
意

識
の
向
上
の
現
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
に
入
り
県
内
で
は
火

災
が
多
発
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
む

つ
市
で
も
火
災
が
４
件
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
予
防
行
政
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
火
災
の
な
い
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
重
点
目
標
】

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

③
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

④
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

充
実

⑤
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防

対
策
の
推
進

⑥
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

⑦
小
規
模
雑
居
ビ
ル
等
の
消
防
法
令
違

反
対
象
物
の
危
険
性
の
周
知
徹
底

⑧
大
規
模
産
業
施
設
の
安
全
確
保

⑨
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進

◎
身
近
な
出
火
危
険

『
お
宅
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
』

①
ス
ト
ー
ブ

 

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
は
常
に
整
理
整

頓
し
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
火
あ
そ
び

 

・子
ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
、マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 

・
普
段
か
ら
火
の
怖
さ
を
徹
底
し
て

教
え
ま
し
ょ
う

③
放
火

 

・
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
い
て
い
ま
せ
ん
か

 

・
物
置
・
車
庫
等
の
施
錠
は
確
実
で
す
か

④
た
き
火

 

・
風
の
強
い
と
き
、
た
き
火
を
し
て

い
ま
せ
ん
か

 

・
水
な
ど
の
消
火
の
準
備
は
万
全
で
す
か

【
注
意
】
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は

火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
場

合
は
、
消
防
署
に
『
届
出
』
が
必
要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
コ
ン
ロ

 

・
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
油
類
は
、
高
温

に
な
る
と
口
火
が
な
く
て
も
発
火

し
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

《
住　

宅　

防　

火
》

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

【
３
つ
の
習
慣
】

 

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る

 
・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

 
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

 

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

 

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

 

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る

 

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

平
成
16
年
春
の
火
災
予
防
運
動
実
施

４
月
12
日
（
月
）
〜
４
月
18
日
（
日
）

　

火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
、
防
火
パ

レ
ー
ド
と
、
火
災
防
御
訓
練
の
た
め
サ

イ
レ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

 

・
防
火
パ
レ
ー
ド
（
市
内
全
域
）

４
月
12
日（
月
）・
午
前
９
時
〜

 

・
消
防
団
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
（
大
湊
地
区
）

４
月
18
日（
日
）・
午
前
６
時
〜

◎
消
防
訓
練
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
『
消
火
器
の
使
い
方
知
っ
て
る
よ
』

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
火
を
目
の
前
に
す
る

と
、
あ
わ
て
て
う
ま
く
消
火
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。

　

町
内
会
、
職
場
等
で『
消
防
訓
練
』

を
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
火
の
怖
さ
を
知
り
、
万
一
の
時

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

火
災
と
お
間
違
え
な
く

に
備
え
て
体
験
し
て
お
く
こ
と
は
、

命
と
財
産
を
守
る
う
え
で
大
切
な
こ

と
で
す
。

※
消
火
の
ポ
イ
ン
ト

 

・
使
い
方
は
知
識
で
は
な
く
、
身
体
で

覚
え
る
の
が
大
事
。

 

・
煙
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
燃
え
て
い
る

と
こ
ろ
に
放
射
す
る
。

 

・
避
難
口
を
背
に
す
る
な
ど
、
消
火
に

失
敗
し
た
時
の
避
難
路
を
確
保
す
る
。

　

消
火
、
通
報
、
避
難
方
法
を
消
防
職

員
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
消
防
署　
　

�
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１
６
８
０

大
湊
消
防
署　
　

�

24

－

２
０
９
１

火
事
・
救
急
・
救
助
は　

�

１
１
９

火
事
の
問
合
せ　

�

22

－

０
１
１
９
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 ・おやつ、飲み物は各自でご用意ください。

 ・小川町は上履きが必要です。

 ・水源池公園は散策が中心ですので、上着、帽子など配慮

してください。悪天候の場合は『学習センター』で活動し

ます。朝の集合は『学習センター』です。

 ・事前の申し込みは要りません。

〈詳しくは〉

子育てメイト　出崎�２２－３０９７

　　　　　　　小川�２８－３５６５

　　　　　　　昆　�２３－２４５２

月　日 場　　所 時間

４月

１９日（月）

２０日（火）

２３日（金）

海老川コミュニティセンター

小川町教育研修センター

水 源 池 公 園（ 宇 田 町 ）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

５月

１７日（月）

１８日（火）

２８日（金）

海老川コミュニティセンター

小川町教育研修センター

水 源 池 公 園（ 宇 田 町 ）

６月

１４日（月）

２２日（火）

２５日（金）

海老川コミュニティセンター

小川町教育研修センター

水 源 池 公 園（ 宇 田 町 ）

こんにちは　子育てメイトです！　春のふれあい広場
　学齢以下のお子さんと、ご両親・おじいちゃん・おばあちゃん、どなたとご一緒でもお気軽にお出かけください。

　メイトみんなでお待ちしています。

　

市
で
は
、
父
母
の
職
業
・
疾
病
等

の
都
合
に
よ
り
、
放
課
後
に
適
切
な

保
護
育
成
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
１

〜
３
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
学
校

の
施
設
を
利
用
し
、
専
門
の
指
導
員

を
配
置
し
て
、
市
内
８
小
学
校
に
『
な

か
よ
し
会
』を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
、
平
日
下
校
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
、
土
曜
日
・
夏
休
み
・

冬
休
み
等
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
児
童
家

庭
課
で
入
会
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
４
１
３

む
つ
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

『
な
か
よ
し
会
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

クラス

2

2

1

1

1

1

1

1

指導員

5

4

2

4

4

2

2

2

定員

90

90

50

90

80

30

20

30

名　　　称

第一田名部小学校なかよし会

第二田名部小学校なかよし会

第三田名部小学校なかよし会

苫 生 小 学 校 な か よ し 会

大 平 小 学 校 な か よ し 会

大 湊 小 学 校 な か よ し 会

奥 内 小 学 校 な か よ し 会

関 根 小 学 校 な か よ し 会

星
美
幼
稚
園
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

『
に
こ
に
こ
・
キ
ッ
ズ
』参
加
者
募
集

　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

普
段
な
か
な
か
同
年
齢
の
お
子
さ

ん
と
遊
ぶ
機
会
が
な
い
方
、
平
日
の

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
は
参
加
で
き
な

い
方
、
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
り
、歌
っ
た
り
、遊
ん
だ
り
…
、

ミ
ニ
幼
稚
園
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

お
母
さ
ん
同
士
の
情
報
交
換
も
で
き

ま
す
よ
。

〈
い
つ
〉４
月
〜
３
月
の
土
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
１
回
目
は
４
月
24
日（
土
）

（
年
間
約
15
回
）

〈
ど
こ
で
〉星
美
幼
稚
園

〈
対
象
〉

　

２
〜
３
才
で
、
幼
稚
園
や
保
育
所

（
園
）に
通
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
。

〈
申
込
方
法
〉

　

４
月
５
日
（
月
）か
ら
受
付
開
始
。

お
電
話
や
幼
稚
園
窓
口
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
人
数
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
登
録
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
都
度
出
席
の
確

認
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
方
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

星
美
幼
稚
園（
中
川
）�
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２
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◎
支
給
対
象
者

　

保
護
者
の
就
労
等
で
保
育
に
欠
け

る
第
３
子
以
降
の
児
童
で
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
入
所
を
希
望
す
る
認
可
保
育
所
の
定

員
に
空
き
が
な
い
こ
と

②
延
長
保
育
、
休
日
保
育
、
夜
間
保
育

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
が
、

認
可
保
育
所
で
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

認
可
外
保
育
施
設
保
育
料
助
成
金
の
申
請

◎
申
請
に
必
要
な
書
類

①
助
成
金
認
定
申
請
書

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
診
断
書
（
介
護
、

付
添
等
の
理
由
で
入
園
し
て
い
る
場
合
）

③
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書（
写
）

④
保
育
園
と
の
入
園
に
関
す
る
契
約
書

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類

⑤
保
育
料
の
額
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
５
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目で見る財政

平成14年度一般会計決算
　平成１４年度の決算がむつ市議会１２月定例会で承認されましたので、決算状況および財政状況につい

てお知らせいたします。

　平成１４年度の決算は、歳入179億8,529万円、歳出194億5,178万円となり、差し引き △14億6,649

万円の財源不足となりました。

年　度 平成１４年度 平成１３年度 増　減 増減率
歳入合計 179億8,529万円 191億4,097万円 △11億5,568万円 △6.0%

自
主
財
源

市 税 51億0,311万円 51億2,449万円 △2,138万円 △0.4%
諸 収 入 10億9,477万円 11億5,785万円 △6,308万円 △5.4%
使用料・手数料ほか 5億0,050万円 5億5,609万円 △5,559万円 △10.0%

依
存
財
源

地方交付税 50億1,805万円 51億8,550万円 △1億6,745万円 △3.2%
国庫支出金 18億2,259万円 21億4,318万円 △3億2,059万円 △15.0%
県 支 出 金 16億7,936万円 19億6,867万円 △2億8,931万円 △14.7%
市 債 18億0,899万円 18億4,260万円 △3,361万円 △1.8%
地方消費税交付金 4億1,633万円 4億7,187万円 △5,554万円 △11.8%
地方特例交付金ほか 5億4,159万円 6億9,072万円 △1億4,913万円 △21.6%

年　度 平成１４年度 平成１３年度 増　減 増減率
歳出合計 194億5,178万円 197億9,538万円 △3億4,360万円 △1.7%

義
務
的
経
費

人 件 費 34億7,564万円 37億5,884万円 △2億8,320万円 △7.5%
公 債 費 24億7,745万円 23億5,424万円 1億2,321万円 5.2%
扶 助 費 24億0,760万円 22億7,192万円 1億3,568万円 6.0%

投
資
的経費 普通建設事業費 21億5,976万円 26億9,748万円 △5億3,772万円 △19.9%

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 17億4,578万円 18億1,004万円 △6,426万円 △3.6%
繰 出 金 10億1,399万円 8億5,823万円 1億5,576万円 18.1%
積 立 金 2億5,938万円 10億1,555万円 △7億5,617万円 △74.5%
補 助 費 等 38億5,429万円 32億7,451万円 5億7,978万円 17.7%
繰上充用金 6億7,130万円 4億8,452万円 1億8,678万円 38.5%
そ の 他 13億8,659万円 12億7,005万円 1億1,654万円 9.2%

国庫・県支出金…特定の目的のために、国や県から

交付されたお金

市　債…市の借金のこと。大きな事業を行なうため、

国や金融機関から借り入れたお金

地方消費税交付金…県が、地方消費税として徴収し

た税金の中から、人口割などに応じて交付

されたお金

地方特例交付金…平成１１年度からの恒久減税を補

うため交付されたお金

自主財源…自前で収入できるお金。市税、使用料・手数

料など、自主財源の割合が高いほど国の経済情

勢に左右されない安定した財政運営が可能

依存財源…国や県から交付されたり、借り入れたお

金、地方交付税、国庫・県支出金など

物件費…他の費目に分類されない費用で、旅費、物

品購入費、光熱費や臨時職員の賃金など

繰出金…特別会計への支出で、国民健康保険会計、

老人保健会計、下水道会計、介護保険会計

など

積立金…特別な目的のために設置している基金積立

のためのお金

補助費等…各種団体への補助金や負担金、保険料、

謝礼など

繰上充用金…市町村は赤字決算が制度上できないため、

赤字となった場合に次年度から不足分を補填す

るためのお金

財政用語チェック
歳　出…１年間のすべての支出のこと

人件費…職員の給料や議員の報酬など

公債費…市の借入金である市債を返済するためのお金

扶助費…生活保護や障害者等への援助費など福祉の

ためのお金

普通建設事業費…道路や建物などの建設事業費や用

地購入のためのお金

財政用語チェック
歳　入…１年間のすべての収入のこと

市　税…みなさんが市に納めた税金

諸収入…雑入など、その他様々な収入

使用料・手数料…市の施設の使用料や、住民票の交

付などに手数料として支払ったお金

地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、標

準的財政運営経費として市に交付されたお金
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市民１人あたりにすると…

使われたお金は38万3,793円

議員報酬と議会の運営のために
職員給与、庁舎管理、企画、広報

徴税および姉妹都市交流のために

お年寄りや

身体の不自由な方のために

ごみ処理や公衆衛生

みんなの健康のために

議 会 費 2億2,322万円 総 務 費 23億7,708万円 民 生 費 40億2,879万円 衛 生 費 15億2,696万円

構 成 比 1.1% 構 成 比 12.2% 構 成 比 20.7% 構 成 比 7.9%

市民１人あたり 4,404円 市民１人あたり 46,901円 市民１人あたり 79,490円 市民１人あたり 30,128円

労働環境の向上や

緊急雇用対策のために

農林水産業を

より盛んにするために

商工業の発展や

観光の振興のために

道路や橋の建設

除排雪などに

労 働 費 4,951万円 農林水産業費 6億0,642万円 商 工 費 4億4,817万円 土 木 費 16億4,801万円

構 成 比 0.3% 構 成 比 3.1% 構 成 比 2.3% 構 成 比 8.5%

市民１人あたり 977円 市民１人あたり 11,965円 市民１人あたり 8,843円 市民１人あたり 32,516円

消防・防災にかかる経費として
学校や公民館、図書館

文化、スポーツなどのために
借入金の返済のために その他

消 防 費 9億3,481万円 教 育 費 22億3,279万円 公 債 費 24億7,745万円 諸支出金など 28億9,857万円

構 成 比 4.8% 構 成 比 11.5% 構 成 比 12.7% 構 成 比 14.9%

市民１人あたり 18,444円 市民１人あたり 44,054円 市民１人あたり 48,881円 市民１人あたり 57,190円
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◎市債の状況 平成１４年度末残高395億9,789万円（市民１人あたり78万1,285円）

【平成１４年度に市債を活用した主な事業】

　 ・奥内小学校整備　・市営住宅緑町団地建設　・浜奥内漁港整備
　 ・西町線道路整備ほか各道路整備　 ・下水道整備

【事業債別算高】

起債事業名 市債算高 割合

一 般 会 計 債 227億3,774万円 57.4%
下水道事業債 55億7,224万円 14.1%
上水道事業債 112億8,791万円 28.5%
合　　計 395億9,789万円 100.0%

◎主な事務事業の内容
１.建設事業費（主にハード整備費用）の状況   　 ２. 扶助費の状況

① 道路等整備 2億1,560万円

西町線、泉沢永下線、下北13号線、川守分譲住宅1号線・金曲連絡 4号線

② 排水路等整備 2億0,696万円

大荒川地区、金谷沢地区、山田地区、苫生地区、南町地区

③ 市営住宅緑町団地建設 1億3,508万円

④ 奥内小学校建設 3億7,250万円

⑤ 下水道整備 22億6,556万円

① 社会福祉（障害者措置費など） 5億9,139万円

② 老人福祉（養護老人ホーム措置費など） 5,376万円

③ 児童福祉（児童手当・保育所運営費など） 6億2,179万円

④ 生活保護（生活扶助・医療扶助など） 10億5,854万円

⑤ 乳幼児医療（医療費給付事業） 4,832万円

⑥ 児童生徒就学費 1,255万円

◎歳出（目的別）の状況
（議会、農林水産業、土木、教育といった各分野の目的で集計したもの）

　特徴としては、生活保護費など扶助費が多額となる民生費が
20.7%を占め、むつ総合病院負担金等を含む諸支出金が 11.4%となっ
ております。

項　目 平成１４年度 平成１３年度 増減額 増減率

議 会 費 2億 2,322万円 2億 2,141万円 181万円 0.8%

総 務 費 23億 7,708万円 33億 3,026万円 △9億 5,318万円 △23,6%

民 生 費 40億 2,879万円 38億 0,941万円 2億1,938万円 5,8%

衛 生 費 15億 2,696万円 15億 4,094万円 △1,398万円 0.9%

労 働 費 4,951万円 8,708万円 △3,757万円 △43.1%

商 工 費 6億 0,642万円 5億 4,590万円 6,052万円 11.1%

農林水産業費 4億 4,817万円 4億 3,096万円 1,721万円 4.0%

土 木 費 16億 4,801万円 21億1,853万円 △4億 7,052万円 △22.2%

消 防 費 9億 3,481万円 8億 8,697万円 4,784万円 5.4%

教 育 費 22億 3,279万円 23億 7,222万円 △1億 3,943万円 △5.9%

公 債 費 24億 7,745万円 23億 5,424万円 1億 2,321万円 5.2%

諸 支 出 金 22億 2,727万円 16億1,294万円 6億1,433万円 38.1%

繰 上 充 用 金 6億 7,130万円 4億 8,452万円 1億 8,678万円 38.5%

合 計 194億 5,178万円 197億 9,538万円 △3億 4,360万円 △1.7%

市債とは、市が多額の経費を要する事業を行なう場合に、国や金融機関などから借り入
れをするもので、その借入金を財源として事業を進めています。
　この借入金は、長期にわたり計画的に返済を行なうことから、世代間の負担の公平化
が図られます。
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◎各会計の決算状況

市では、一般会計のほかに、特定の目的のために特別会計を設置しています。
これらの会計のうち、水道事業は企業会計として独立して経理されています。

◎特別会計

区　　分
歳 入 総 額

Ａ

歳 出 総 額

Ｂ

歳入歳出差引額

（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源

Ｄ

実 質 収 支

（Ｃ－Ｄ）　　Ｅ
累 積 赤 字 額

むつ市一般会計からの

負担金・補助金・繰入金
積 立 金 等

一 般 会 計 179億8,529万円 194億5,178万円 △14億6,649万円 0円 △14億6,649万円 14億6,649万円

特 別 会 計 109億1,096万円 124億0,634万円 △14億9,538万円 0円 △14億9,538万円 14億9,538万円 9億1,787万円 945万円

国民健康保険事業 36億5,077万円 36億4,135万円 942万円 0円 942万円 2億3,850万円 942万円

老 人 保 健 28億7,485万円 28億9,602万円 △2,117万円 0円 △2,117万円 2,117万円 1億4,859万円

下水道事業 22億6,556万円 22億6,556万円 0円 0円 0円 1億7,496万円

公共用地取得事業 1,847万円 1,847万円 0円 0円 0円 1,847万円

用地造成事業 5,147万円 15億3,513万円 △14億8,366万円 0円 △14億8,366万円 14億8,366万円 5,000万円

介 護 保 険 20億4,984万円 20億4,981万円 3万円 0円 3万円 2億8,735万円 3万円

合　　計 288億9,625万円 318億5,812万円 △29億6,187万円 0円 △29億6,187万円 29億6,187万円 9億1,787万円 945万円

◎企業会計

区　　分
歳 入 総 額

Ａ

歳 出 総 額

Ｂ

歳入歳出差引額

（Ａ－Ｂ）　　Ｃ
翌年へ繰越すべき財源 赤 字 額 累 積 赤 字 額

むつ市一般会計からの

負担金・補助金・繰入金
積 立 金 等

水

道

収益的収支 12億2,003万円 12億1,144万円 859万円 － － 4,870万円 900万円

資本的収支 6億6,361万円 11億6,441万円 △5億0,080万円 － － 6,849万円

◎下北医療センター

区　　分
歳 入 総 額

Ａ

歳 出 総 額

Ｂ

歳入歳出差引額

（Ａ－Ｂ）　　Ｃ
翌年へ繰越すべき財源 赤 字 額 累 積 赤 字 額

むつ市一般会計からの

負担金・補助金・繰入金
積 立 金 等

む
つ
病
院

収益的収支 85億5,511万円 87億9,531万円 △2億4,020万円 － － 106億5,142万円 14億0,429万円

資本的収支 5億6,875万円 8億0,363万円 △2億3,488万円 － －

む
つ
リ
ハ
ビ
リ

収益的収支 5億0,235万円 5億1,000万円 △765万円 － － 2,267万円 789万円

資本的収支 3,936万円 4,203万円 △267万円 － －

◎下北地域広域行政事務組合（下北文化会館・電算センター・衛生センター・しもきた療育園・はまゆり学園・新ごみ焼却施設整備費・消防本部・各消防署）

区　　分
歳 入 総 額

Ａ

歳 出 総 額

Ｂ

歳入歳出差引額

（Ａ－Ｂ）　　Ｃ

翌年へ繰越すべき財源

Ｄ

実 質 収 支

（Ｃ－Ｄ）　　Ｅ
累 積 赤 字 額

むつ市一般会計からの

負担金・補助金・繰入金
積 立 金 等

下北地域広域

行政事務組合
77億5,360万円 76億7,618万円 7,742万円 1,828万円 5,914万円 18億1,389万円 5,914万円
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貸　　　　方

負債の部

１・固定負債　 ▲ 将来の世代が負担する債務

（１）地方債 208億4,219万円 ▲ 事業実施の財源として、国や金融機関等から

借り入れた額

（２）債務負担行為

　①物件購入等 0円

　②債務保証または損失補填 0円

債務負担行為計 0円

（３）退職給与引当金 37億5,662万円 ▲ 平成１４年度末に職員全員が退職したと想定

した場合の要支給額

固定負債合計 245億9,881万円

２・流動負債　 ▲ １年以内に支払期限が到来するもの

（１）翌年度償還予定額 17億7,396万円 ▲ １年以内に支払期限が到来する地方債

（２）翌年度繰上充用金 14億6,649万円 ▲ 歳入が歳出に不足したため、翌年度の歳入を

繰上げて歳入に充てたもの

流動負債合計 32億4,045万円

負債合計 278億3,926万円

正味資産の部　 ▲ 地方公共団体には民間企業の『資本』にあたる

概念がありません。このバランスシートでは借

方に計上されている資産のうち、すでに市税

（一般財源）や国・県の補助金を財源として取

得している資産額の内訳（これまでの世代の負

担額）

１・国庫支出金 86億6,000万円

２・都道府県支出金 32億6,924万円

３・一般財源等 146億1,080万円

正味資産合計 265億4,004万円

負債・正味資産合計 543億7,930万円

バランスシートって何？

　バランスシートは『貸借対照表』とも

呼ばれ、広く民間企業で財政状況を示

すための報告書として用いられる手法

ですが、地方公共団体の会計制度は、

単年度におけるお金の流れに重点を置

く考えであるため、どれだけの資産が

あり、またその資産の形成のために借

り入れた負債などの状況がわかりにく

い状況でした。

　財政状況を示すための様々な指標が

ありますが、今回初めて総務省の作成

基準に基づいた『バランスシート』を作

成しましたので公表します。

作成基準は？

　昭和４４年度以降の地方財政状況

調査票の数値を基に、平成１５年３月

３１日を作成基準日として作成してお

ります（国保会計や特別会計は含まれ

ていません）

表で何がわかるの？

　単年度のバランスシートだけでは、

市の資産や負債がどれだけあるのかが

分かるくらいの情報量ですが、年度ご

とに比較することで、資産については

社会資本の整備状況、市がどの分野に

力を入れているのかが分かります。負

債については、将来返済すべき金額の

割合などが分かります。

〈詳しくは〉

市 財 政 課 財 政 係

�22-1111内線 242

を作成しました　～市民１人あたりの正味資産は 52万 4千円～
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借　　　　方

翌年度以降に残る財産

▲

資産の部

長期間にわたり行政サービスを提供するために使用される資産

▲

１・有形固定資産

庁舎、コミュニティセンター、防災無線など

▲

（１）総務費 10億1,909万円

保育所、老人憩の家など

▲

（２）民生費 8億3,457万円

ごみ処理施設等

▲

（３）衛生費 16億7,165万円

勤労青少年ホームなど
▲

（４）労働費 1,581万円

農道、堆肥センター、漁港など

▲

（５）農林水産業費 79億1,689万円

観光物産館、釜臥パノラマラインなど

▲

（６）商工費 32億4,445万円

道路、公園、市営住宅、駅前広場など

▲

（７）土木費 144億5,160万円

防火水槽など

▲

（８）消防費 1億5,113万円

小・中学校、公民館、図書館など

▲

（９）教育費 193億2,956万円

（１０）その他 532万円

　　計 486億4,007万円

（うち土地） 105億6,081万円

有形固定資産合計 486億4,007万円

将来の市民サービスのためにストックしている財産

▲

２・投資等

水道事業への出資など

▲

（１）投資および出資金 9億4,480万円

地域総合整備事業への貸付

▲

（２）貸付金 8億3,933万円

地域産業振興基金、育英基金など

▲

（３）基金 34億1,657万円

（４）退職手当組合積立金 0円

投資等合計 52億0,070万円

１年以内に現金化できるもの

▲

３・流動資産

（１）現金・預金

不測の収入減や支出に備えるための貯金

▲

　①財政調整基金 0円

地方債の返済に備えるための貯金

▲

　②減債基金 4万円

平成１４年度の歳入から歳出を差し引いた額

▲

　③歳計現金 0円

現金・預金計 4万円

平成１４年度の歳入の収入未済額

▲

（２）未収金

市税の決算時に未収となっているもの

▲

　①地方税 4億4,644万円

浜奥内漁港施設整備事業における国県支出金および地方債の繰越金等

▲

　②その他 9,205万円

未収金計 5億3,849万円

流動資金合計 5億3,853万円

資産合計 543億7,930万円

　　平成 14年度決算を基にバランスシート　

　有形固定資産の行政目的別割合

を見ることにより、行政分野別の

資産形成の特徴を把握することが

できます。

　むつ市では、小・中学校整備や

図書館等の教育費のほか、土木費

の道路、都市計画、市営住宅等の

生活基盤整備に重点を置いてきた

ことが分かります。
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平成14年度
むつ市国民健康保険事業特別会計決算

　平成14年度の決算が、市議会の12月定例会で承認されましたので、決算状況および運営状況についてお知らせします。

　平成14年度の決算は、歳入36億5,077万円、歳出36億4,135万円で、差引額942万円の剰余金が生じました。

区　分 平成14年度 平成13年度 増減額 増減率

国民健康保険税 13億7,629万円 13億5,747万円 1,882万円 1.4%

国 庫 支 出 金 13億5,802万円 13億8,218万円 △2,416万円 △1.7%

療養給付費交付金 5億0,989万円 5億5,255万円 △4,266万円 △7.7%

繰 入 金 2億9,328万円 2億3,473万円 5,855万円 24.9%

そ の 他 1億1,329万円 8,321万円 3,008万円 36.1%

歳 入 合 計 36億5,077万円 36億1,014万円 4,063万円 1.1%

◎国民健康保険税
　加入者のみなさんに納めていただいた国民健康保険税は13億

7,629万円であり、歳入全体の37.7%を占め、国庫支出金と並び

国保事業運営の根幹をなしております。

◎国庫支出金・療養給付費交付金
　国から交付された国庫支出金は13億5,802万円、退職者等の医

療費に充当される支払基金からの療養給付費交付金は5億0,989万

円でありました。

◎繰入金
　繰入金は一般会計分が 2億3,850万円、国保の財政調整基金取

崩分が5,478万円となっております。

◎その他
　県国保連合会から交付された共同事業交付金は6,710 万円、諸

収入等4,619万円となっております。

区　分 平成14年度 平成13年度 増減額 増減率

保険給付費 23億7,360万円 23億9,942万円 △2,582万円 △1.1%

老人保健拠出金 9億5,270万円 8億6,979万円 8,291万円 9.5%

介護納付金 2億0,130万円 1億9,721万円 409万円 2.1%

保健事業費 2,469万円 3,447万円 △978万円 △28.4%

総 務 費 2,995万円 1,335万円 1,660万円 124.3%

そ の 他 5,911万円 3,595万円 2,316万円 64.4%

歳 出 合 計 36億4,135万円 35億5,019万円 9,116万円 2.6%

◎保険給付費

　病気やケガで診療を受けたときの医療費や、出産、死亡した際

の給付費の総額は23億7,360万円であり、歳出全体の65.2%を占

めております。

◎老人保健拠出金

　老人保健制度該当者にかかる医療費を、各種保険制度（国保、社

保、共済等）で公平に負担するための拠出金として9億5,270万円

を負担しております。

◎その他

　介護納付金は2億0,130万円、健康づくりに要する保健事業費は

2,469万円、事務的経費の総務費は2,995万円、その他の支出は5,911

万円となりました。

歳入　36億 5,077万円

歳出　36億 4,135万円
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（１）保険給付の状況

区　　分 件数 費用額 保険者負担または給付額

療養の

給付等

一般分 111,381 21億1,348万円 14億7,419万円

退職者等分 41,229 7億5,367万円 5億7,477万円

計 152,610 28億6,715万円 20億4,896万円

療養費

一般分 1,395 1,248万円 872万円

退職者等分 431 397万円 309万円

計 1,826 1,645万円 1,181万円

合　　　計 154,436 28億8,360万円 20億6,077万円

老人医療費 113,584 24億2,626万円 22億1,747万円

総 医 療 費 268,020 53億0,986万円 42億7,824万円

高　額

療養費

一般分 1,952 2億1,354万円

退職者等分 500 4,150万円

計 2,452 2億5,504万円

その他

の給付

出産育児一時金 118 （1件）30万円 3,540万円

葬祭費 303 （1件）　4万円 1,212万円

計 421 4,752万円

（３）加入者１人あたりの医療費の推移

　１人あたりの医療費は、前年度と比較して一般分では加入

者の大幅な増加により9,278円の減、退職分では39,485円、

老人分では27,436円の大幅な減となっております。

 ・出産育児一時金の支給

　国保に加入している人が出産したときは、申請により支給

されます。（出産資金の貸付制度もありますのでご相談ください）

 ・葬祭費の支給

　国保に加入している人が死亡したときは、申請により支

給されます。

 ・高額療養費の支給

　病気やケガで医療機関にかかり、自己負担額が高額になっ

たときは、申請により限度額を超えた部分が支給されます。

（２）一般・退職・老人にかかる各被保険者数の推移

　むつ市の国保加入者の動向は、景気の長期低迷等により

年々増加の傾向にあり、平成14年度被保険者数の年間平均

をみると、一般では前年度と比較して401人、退職では95人、

老人は217人といずれも増加しております。

（４）加入者１人あたりの国保税と医療費の推移

〈詳しくは〉

市国保年金課国保係

�22-1111内線 322

【国保の主な給付】

 ・療養の給付

　病気やケガをしたときに、お医者さんにかかった医療費

の一部（自己負担分）を支払うだけで、診察を受けることが

できます。

 ・療養費の支給

　急病などやむを得ない理由で医療機関に保険証を提出

できなかったときや、医師が必要と認めたコルセットなど

治療用補装具を購入したときは、申請により支給されます。
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400   は休館日です。

4月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

やさしくわかる夢分析

墓 相 と 供 養

Ｄｒ．コパのラッキーカラー色風水２００４

生き方を迷ってしまう女たち

幸せな大金持ち不幸せな小金持

『明治』という国家　上・下

昭和天皇『謝罪詔勅草稿』の発見

敗北を抱きしめて上・　下

北 の 内 海 世 界

ワシらはみんな生きている

たったひとつのたからもの

『新選組』土方歳三を歩く

あ き ら め な い

不 良 少 年 の 夢

日本人が経営する世界の宿

女 性 と 戸 籍

カルロス・ゴーン流リーダーシップ・コーチングのスキル

こ れ な ら 貯 ま る

ドキュメントヤミ金融を追う

『やすらぎを与える女性』５０のルール

〈別姓〉から問う〈家族〉

ちいさなわたしをだきしめて

わが子をいじめてしまう母親たち

老 福 論

『登校拒否』との真剣勝負成功する親失敗する親

保育の魔法のエッセンス

山　根　はるみ

矢 島 俯 仰

小 林 祥 晃

武 田 京 子

中 谷 彰 宏

司　馬　遼太郎

加 藤 恭 子

ジョン・ダワー

入間田　宣　夫

富 本 真 之

加 藤 浩 美

蔵 田 敏 明

山 城 紀 子

義 家 弘 介

トラベルヴォイス新聞社

榊　原　富士子

安 部 哲 也

中 村 敏 夫

七 つ 森 書 館

樺　　　 旦　 純

諌　山　陽太郎

椎 名 篤 子

武 田 京 子

一 条 真 也

大　輪　紀代志

兵 頭 惠 子

【 心理学・宗教・人生訓 】

【 歴 史・ 伝 記 】

【 社 会・ 教 育 】

日
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金
2
9
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火

6
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水

7
14
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28

月

5
12
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26

木
1
8
15
22
29 

土
3
10
17
24

 

１ ０ ０ 年 後 の 地 球

介護に縁のないくらし３７のノウハウ

お尻を鍛えれば腰痛は治る

どうしても『あれ』がやめられないあなたへ

私 は 薬 に 殺 さ れ る

『食べてはいけない』加工食品の常識

テレビで話題の健康食材ガイド

初歩から学ぶ有害化学物質

消えゆく同潤会アパートメント

桐原三惠子の恋をかなえるコーディネート術

資金ゼロからの定年後プラン

私 の き も の 生 活

とってもかわいい！子どものヘアカタログ

９６歳はいからさんのキッチンライフ

陰と陽の不思議　乾物編

簡単！おいしい！キレイになる韓国レシピ

『ル・クルーゼ』で、おいしい和食

納 豆 力

奥薗寿子の子どものごはん

片付けベタな人の出しっぱなし整理術

わが家の庭木を剪定する

猫 デ リ レ シ ピ

楽しみは創り出せるものよ

サッカーにかかわる仕事

テ コ ン ド ー

木 元 教 子

上 農 哲 朗

内 田 輝 和

ジョン・グラント

福 田 　 実

石 堂 徹 生

学 研

見 目 善 弘

橋 本 文 隆

桐　原　三惠子

小 野 瑛 子

藤 間 紀 子

ブルー・マジック・スタジオ

藤 木 菊 枝

葉 　 小 青

コイケ　ケイコ

平　野　由希子

渡 辺 純 子

奥 薗 寿 子

あらかわ　菜美

玉 崎 弘 志

パティー・デルモンテ

ターシャ・テューダー

ほ る ぷ 出 版

黄 　 進

【 自 然・医学・健康 】

【 環 境・ 建 築 】

【 趣 味・生活・料理 】

【 芸 術・ ス ポ ー ツ 】

荒 神

百 の 旅 千 の 旅

愛 か 、 美 貌 か

晴 れ と き ど き 猫 背

見える日本、見えない日本

バ イ ・ コ リ ア

殺 意 の シ ナ リ オ

花 嫁 よ、 永 遠 な れ

指 を 切 る 女

号泣する準備はできていた

蛇 に ピ ア ス

狂 骨 の 夢

雪 ひ ら く

愛 妻 日 記

逃 避 行

い じ ん 幽 霊

世 間 知 ら ず

ジ ャ ー ジ の 二 人

夜 盗

バ ー テ ィ ミ ア ス

魔 法 博 物 館 の 謎

生まれ変わりレストラン

じゅげむ／目黒のさんま

プ リ テ ィ に な り た い

恐 山 と 下 北

彫刻家古藤正雄の軌跡

永 田 和 宏

五 木 寛 之

中　村　うさぎ

村 山 由 佳

養 老 孟 司

金 　 辰 明

Ｊ．Ｆ．バーディン

赤 川 次 郎

池 永 　 陽

江 国　 香 織

金　原　ひとみ

京 極 夏 彦

小　池　真理子

重 松 　 清

篠 田 節 子

高 橋 克 彦

田 辺 聖 子

長 嶋 　 有

なかにし　　礼

ジョナサン・ストラウド

ジョン・ベレアーズ

かとう　くみこ

桂 　 小 南

令　丈　ヒロ子

森 本 　 守

古 藤 悦 子

【  文 　 　 学  】

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】
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　冬の間、毎週週末には八甲田山にスキーに行っています。

　2月 21日もいつもと同じように八甲田山へ行きました。

その前の週、雪質は大好きな粉雪ではなく、重くて滑りにく

い雪でしたし、平日に雪があまり降らなかったのであまり期

待はできませんでした。さらに21日は天気が良く駐車場に

着くと大きな観光バスが５台位駐車していました。多くの観

光客が雪中行軍が登山した八甲田山や樹氷の写真を撮りに

行くため混雑し、ロープウェイに乗るには時間がかかりまし

た。皆ロープウェイに乗る権利は同じですが、それぞれ目的

が違いますから、やはり、お互い少し邪魔という感じがする

かもしれません。写真を撮る人たちにとって、スキーやスノー

ボードのシュプールは綺麗な雪景色に傷を付けるような感じ

かもしれないし、スキーやスノーボードを滑る人たちにとっ

て観光客はロープウェイの邪魔と言う感じがあるかもしれま

せん。しかし、これは争う様なことではなく、皆がロープウェ

イですし詰めになり山頂駅までの１０分を平和的に過ごして

います。

　とにかく、一緒に行った佐井村のＡＬＴ (英語指導助手）

と小泊村のＡＬＴと3人で、スキーを滑りました。しかし、

雪の質があまり良くなく、山の下の方の雪がべたべたでした

ので、滑るのは遅くて大変でした。ですから、その後、山頂

駅から田茂萢岳までの5分を登山しました。天気が良くてた

くさんの写真者が並んでおり面白いなと思い彼らの写真を撮

りました。

　天気が良いからか山の下の雪質が良くないためか、分か

りませんが、田茂萢岳から赤倉岳までハイキングしないかと

友達が言い

出したので、

登山するこ

とにしまし

た。3 人 と

も初めてで

したが、す

でに誰かが

登ったらし

く跡がつい

下北文化会館・大ホール４月の催し物案内

�４日 （日）14:00 ～ 16:00 ………………………………《入場無料》

 ヤマハみゅーじっくカーニバル

�７日 （水）19:00 ～………………《Ｓ席 5,500 円／Ａ席 5,000 円》

 森山良子コンサートツアー 2004

�11 日（日）10:30 ～ 16:30 ……………………………《入場無料》

 第 36 回『村元ピアノ教室発表会』

�18 日（日）12:30 ～ 15:00 ……………………………《入場無料》

 ひさなみ会『日舞おさらい会』

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411

Why do me do it?

　国際交流員

ター・ディビット

ていたので、その跡をついてきました。

　最初のうちは、ハイキングは比較的に簡単でした。雪が少

し固めでしたのであまり沈ませんでした。気温はー3℃位で

したが晴れていて、運動したのでまるで暑かったです。

　赤倉岳の上の方の雪は良いのではないかと期待しながら

登りました。途中で跡が無くなってので交替で新しい道を付

けながら登っていきました。半分以上登った所で山頂の雪質

があまり良くないとのことが分かりました。雪面はカリカリ

し、小さいブッシュで出来た樹氷がり、凝っている脳の様な

柄に見えました。そして上に行くと、寒くなったり、突然足

が腰まで雪に沈んだりして登山が大変になってました。風速

30m/s 位の

強風が吹き、

スノーボー

ドを持って

いた友達が

ほとんど飛

んでしまっ

たので少し

しゃがんで

休みました。

　はじめは、良い雪を求めて登りましたが途中で、固い雪し

かないと分りました。しかし、1人も途中で帰りましょうと

は言いませんでした。何も言わず、頑張って、最後まであき

らめないとの決意を決めました。これは人間の不思議な特性

だと思います。どうして無理をして高い山を登ったり、深海

の底まで探検したりするのでしょうか。なぜ限界を押し広げ

ようとするのでしょうか。出身地、人種、宗教などにかかわ

らず、人間は心の中にこの特性があるのではないかと思いま

すし、人と人とが絆を結ぶことが出来ます。

　結局、1時間以内に山頂まで登りました。

凄く気持ち良い事でした。それから少し景色

を見たり、お菓子を食べたりしました。一つ

の出来事を終えたから景色が綺麗に見えた

のか分かりませんが、辛くても次の山頂まで

登りたくなりました。

電
気
料
金
助
成
制
度
の
ご
案
内

　

平
成
15
年
10
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日
に
支
払
っ
た
電
気
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線 732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線 742 市立図書館�28-3500

　※市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくりは

人づくり

　

む
つ
市
で
は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

市
民
の
意
見
・
要
望
を
反
映
す
る
為
に

『
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
推
進
会
議
か
ら
『
研
修
に
支

え
ら
れ
た
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
』

と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
必
要
性

  

今
日
、
社
会
は
複
雑
化
し
、
ま
た

社
会
の
し
く
み
も
大
き
く
変
化
し
続

け
て
い
る
中
で
、
年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
様
々

な
分
野
の
中
で
生
き
生
き
と
活
躍
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
家
庭
教
育
・
学
校

教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
て
職
業
生

活
に
必
要
な
新
た
な
知
識
・
技
能
を

身
に
つ
け
た
り
、
あ
る
い
は
社
会
参

加
に
必
要
な
勉
強
を
行
な
う
な
ど
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
勉
強
に
取
組
む
こ

と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
だ
れ
も
が
、
生
涯
の
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
由
に
勉
強

の
機
会
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

生
涯
学
習
の
言
葉
の
意
味
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
に
（
平
成
７
年
12
月
１
日
・
む
つ

市
告
示
第
42
号
）

　

推
進
会
議
設
置
要
綱
は
第
一
条
で

学
習
の
主
体
者
で
あ
る
市
民
の
意
見

や
要
望
を
施
策
に
反
映
し
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

○
む
つ
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
に
つ
い
て（
概
要
）

・
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実

①
育
児
を
支
援
す
る
学
習
機
会
の
充
実

②
家
庭
教
育
の
充
実

③
学
校
教
育
の
充
実

④
学
校
外
活
動
の
充
実

⑤
多
様
な
興
味
、
関
心
を
掘
り
起

す
学
習
機
会
の
充
実
等（
約
255
事

業
）、
一
人
ひ
と
り
の
条
件
に
合
っ

た
事
業
を
検
討
し
て
お
り
参
加
活

動
す
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

  

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
よ
く

話
し
合
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
催
し

も
の
、
道
の
駅
の
設
営
…
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
提
示
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
底
辺
に
は
人
づ
く
り
が
あ

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
活
動
し

て
、
そ
の
心
根
を
も
と
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
大
切
だ
と
い
う
意
見
で

す
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
、
そ
の
た
め
に
は
心
を
養
う
勉

強
が
必
用
な
の
で
す
。

○
研
修
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

  

研
修
と
い
う
言
葉
は
学
芸
を
み
が
き

あ
げ
る
こ
と
だ
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
学
問
、
芸
術
、
技
芸
、

そ
れ
は
多
く
の
場
面
で
磨
き
あ
げ
る

努
力
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
研
修
と
は
こ

の
よ
う
な
し
ゃ
ち
ほ
こ
ば
っ
た
、
堅

苦
し
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
は

な
く
、
さ
さ
や
か
な
勉
強
を
指
し
て

い
ま
す
。

  

人
の
話
を
聞
く
、
人
と
話
し
合
う
、

お
互
い
の
交
流
を
も
と
に
し
て
理
解

す
る
こ
と
を
研
修
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
の
で
す
。

○
研
修
を
促
す
生
涯
学
習
フ
ェ
ア

　

生
涯
学
習
課
で
担
当
し
て
い
る
事

業
で
生
涯
学
習
講
フ
ェ
ア
を
企
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
こ
れ
ま
で
の
例
を
あ
げ
る

と
平
成
14
年
に
『
三
味
線
人
生
と
子

育
て
』と
い
う
演
題
で
講
演
を
開
催

し
学
習
し
ま
し
た
。
講
師
の
西
川
洋

子
さ
ん
は
、
三
味
線
修
行
の
つ
ら
さ

の
中
に
生
き
が
い
を
見
出
し
た
と
い

う
の
で
す
。
苦
労
は
決
し
て
損
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
苦
労
を
も
と
に
し
て
今
の

若
い
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
語
り
合

う
こ
と
で
若
い
人
た
ち
を
も
理
解
で

き
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
先せ

ん
だ
つ達
の
お
話
を
き
い

て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習
の
意

味
を
と
ら
え
た
い
の
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
に
こ
の
よ
う
な

催
し
物
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

市
の
広
報
、
ア
ジ
ュ
ー
ル
で
の
放
送

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
目
や
耳
を
か

た
む
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課

�
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白
鳥
の
仲
間
は
世
界
に
5
種
類
い
る

が
、
そ
の
う
ち
、
日
本
へ
渡
っ
て
く
る

主
な
白
鳥
は
、
口
嘴
が
黄
色
で
先
の
部

分
が
黒
い
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
、
そ
れ

よ
り
や
や
小
型
で
、
口く

ち
嘴ば

し
の
黄
色
の
部

分
が
少
な
く
黒
色
部
分
の
多
い
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
2
種
類
で
あ
る
。
む
つ
市
の

海
岸
は
じ
め
県
内
で
冬
を
過
す
の
は
大

半
が
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。

　

春
、
日
本
の
は
る
か
北
方
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
寒
帯
の
地
へ
帰
り
、
湿
原
地

帯
で
一
巣
5
、
6
卵
を
産
み
繁
殖
、
秋

季
ふ
た
た
び
日
本
へ
渡
っ
て
く
る
。
そ

の
年
に
生
ま
れ
た
幼
鳥
は
灰
色
で
、
親

鳥
の
よ
う
な
白
色
に
な
る
の
は
2
年

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
23
）

〜
大
湊
湾
の
白
鳥
（
天
然
記
念
物
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

遠　

藤　

克　

巳

大湊湾の白鳥

目
、
大
人
に
な
る
の
は
3
年
目
か
ら
で

あ
る
。

　

日
本
へ
や
っ
て
く
る
白
鳥
の
家
族
は

2
、
3
羽
の
幼
鳥
を
連
れ
た
も
の
が
多

い
が
、
わ
ず
か
4
、
5
か
月
の
間
に
雛

の
数
が
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、そ
の
成
長
の
過
程
で
危
険
が
多
く
、

い
か
に
自
然
の
条
件
が
厳
し
い
も
の
か

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
よ
り
少
し
小
型
の

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
主
に
青
森
県
よ
り

南
の
地
で
越
冬
す
る
。（
む
つ
市
史
・

自
然
編
・
下
北
の
野
鳥
に
よ
る
。）

　

昭
和
35
年
に
県
指
定
の
天
然
記
念
物

と
な
っ
た
。

春　

夏　

秋　

冬

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
売
り
場
に
集
う
少
女
等
の
幾
人
が
知
る
や
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン

高　

橋　

や
す
子

・
さ
く
ら
咲
く
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
込
み
て
故
里
恋
し
く
友
の
声
き
く

立　

原　

節　

子

・
漆
黒
の
髪
き
ら
め
き
て
峻
六
才
朝
一
番
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ

奥　

川　

や　

え

・
福
祉
の
手
差
し
の
べ
ら
る
る
世
に
あ
り
て
今
日
も
笑
顔
の
ヘ
ル
パ
ー
訪
い
来

加　

藤　

く　

に

・
啓
蟄
や
園
児
の
手
よ
り
鮭
の
稚
魚 

木　

村　

芳　

雄

・
北

国

の

歌

舞

伎

楽

し

む

浅

き

春 

三　

上　

敦　

子

俳　句 短　歌

『
む
つ
市
史
』
の

販
売
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　

こ
れ
ま
で
市
内
書
店
で
販
売
し
て
い

た
『
む
つ
市
史
』を
４
月
１
日
よ
り
市
役

所
企
画
課
内
に
お
い
て
直
接
販
売
い
た

し
ま
す
。

　
『
む
つ
市
史
』は
、
近
代
編
、
民
俗
編
、

近
世
編
、年
表
編
、自
然
編
、原
始・
古
代・

中
世
編
の
全
６
巻
か
ら
成
り
、
内
容
充

実
で
す
。

〈
販
売
場
所
〉市
企
画
課
統
計
係

〈
価
格
〉

　

１
巻
…
…
…
…
…
…
…
５
千
２
５
０
円

全
６
巻
セ
ッ
ト
…
２
万
６
千
２
５
０
円

（
１
巻
分
値
引
き
）

〈
購
入
方
法
〉

１
・
企
画
課
統
計
係
に
、
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

２
・
そ
の
他

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

（
代
金
は
、
現
金
書
留
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
送
料
は
お
客
さ
ま
の
ご
負
担

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
企
画
課
統
計
係

�
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ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
）

◎
特　

選
安　

部　

隆　

光
（
奥
内
小
１
）

相　

内　

豪　

太
（
二
田
小
２
）

矢　

田　

芳　

梨
（
大
平
小
３
）

平　

井　

い
づ
み
（
二
田
小
４
）

仁　

木　

千　

夏
（
二
田
小
５
）

平　

井　

な
つ
み
（
二
田
小
６
）

○
準
特
選

笹
原
佳
華（
大
平
小
１
）・
坪　

広
大（
関
根
小
１
）

中
野
結
友（
一
田
小
２
）・
大
野
航
太
郎（
苫
生
小
２
）

疊
指
聖
也（
大
平
小
３
）・
田
村
侑
子（
二
田
小
３
）

若
山
育
美（
苫
生
小
４
）・
津
島
愛
美（
三
田
小
４
）

相
内
菜
摘（
二
田
小
５
）・
村
林
稜
子（
一
田
小
５
）

千
代
谷
菜
生（
二
田
小
６
）・
佐
々
木
歩
美（
大
湊
小
６
）

▽
佳　

作

二
本
栁
萌
（々
奥
内
小
１
）・工
藤
靖
子（
奥
内
小
１
）

上
平
亮
太（
奥
内
小
１
）・
鍋
谷
香
蓮（
奥
内
小
２
）

中
里
憲
幸（
一
田
小
２
）・
田
中
伊
吹（
大
平
小
２
）

木
村
佳
澄（
大
平
小
３
）・
石
田
涼
子（
大
平
小
３
）

赤
井　

航（
大
平
小
３
）・
菅
原
夏
子（
二
田
小
４
）

大
友
佳
奈
子（
奥
内
小
４
）・石
井　

京（
大
湊
小
４
）

土
岐
の
ど
か（
奥
内
小
５
）・
附
柳　

祥（
一
田
小
５
）

近
江
梨
奈（
一
田
小
５
）・
松
本
拓
巳（
大
湊
小
６
）

中
村
麻
衣
子（
二
田
小
６
）・
太
田　

唯（
二
田
小
６
）

▼
入　

選

佐
々
木
夏
鈴（
二
田
小
１
）・
三
上
あ
や
め（
関
根
小
１
）

木
村
弥
志（
大
平
小
１
）・
小
笠
原
真
歩（
二
田
小
１
）

齋
藤
亜
香
梨（
城
ヶ
沢
小
２
）・
侭
田
あ
ゆ（
大
平
小
２
）

四
ッ
谷
陽
和（
二
田
小
２
）・
畑
中
佳
奈
子（
二
田
小
２
）

栁
澤　

邑（
二
田
小
３
）・
川
名
香
央（
大
平
小
３
）

阿
部
加
菜
子（
一
田
小
３
）・
佐
々
木
友
美（
大
湊
小
３
）

四
ッ
谷
翔
平（
二
田
小
４
）・
野
呂
穂
香（
大
湊
小
４
）

横
山
万
里
奈（
二
田
小
４
）・
伏
貫
成
美（
城
ヶ
沢
小
４
）

山
田
拓
也（
一
田
小
５
）・
有
谷
健
太（
一
田
小
５
）

齋
藤
景
路（
一
田
小
５
）・
福
原
里
奈（
奥
内
小
５
）

森
山
瞳
子（
一
田
小
６
）・
大
内　

茜（
大
平
小
６
）

村
田
加
奈
子（
二
田
小
６
）・
小
嶋
奈
摘（
一
田
小
６
）

ポ
ス
タ
ー
（
中
学
生
の
部
）

◎
特　

選
中　

村　

あ
ず
さ
（
田
名
部
中
１
）

海　

藤　
　
　

梓
（
田
名
部
中
２
）

住　

吉　
　
　

愛
（
大
平
中
３
）

○
準
特
選

佐
々
木
あ
か
ね（
大
平
中
１
）・
工
藤　

歩（
田
名
部
中
１
）

和
田
佳
穂（
大
湊
中
１
）・
祐
川
元
希（
田
名
部
中
２
）

石
井　

恵（
大
平
中
２
）・
飯
田
美
咲（
田
名
部
中
２
）

杉
村
歩
美（
大
平
中
３
）

▽
佳　

作

北
林
梨
絵（
大
平
中
１
）・
品
田
ひ
と
み（
田
名
部
中
１
）

猪
股
優
香（
田
名
部
中
１
）・
杉
山　

光（
田
名
部
中
１
）

大
西
里
美（
大
湊
中
１
）・
吉
田
真
緒（
田
名
部
中
２
）

澤
田
勇
樹（
田
名
部
中
２
）・
石
田
あ
ゆ
み（
田
名
部
中
２
）

佐
々
木
美
穂（
田
名
部
中
２
）・
新
谷　

恵（
田
名
部
中
２
）

石
下
裕
里（
大
平
中
３
）

▼
入　

選

小
笠
原
有
紀（
大
湊
中
１
）・
大
野
結
衣
子（
関
根
中
１
）

鍋
谷
麻
衣（
田
名
部
中
１
）・
夏
井
梨
沙（
田
名
部
中
１
）

渡
邊
万
里
奈（
田
名
部
中
１
）・
高
岡
咲
季（
田
名
部
中
１
）

澁
田
航
平（
田
名
部
中
１
）・
木
下　

茜（
田
名
部
中
１
）

嘉
賀
笑
美（
田
名
部
中
１
）・
西
山
裕
人（
田
名
部
中
２
）

菊
池
翔
子（
田
名
部
中
２
）・
横
谷
祥
子（
田
名
部
中
２
）

松
谷
香
子（
田
名
部
中
２
）・
坂
元
優
仁（
大
湊
中
２
）

舘　

祥
子（
田
名
部
中
２
）・
北
山
あ
さ
み（
田
名
部
中
２
）

川
上
拓
自（
田
名
部
中
２
）・
渡
邉
佳
子（
田
名
部
中
２
）

高
橋
省
吾（
田
名
部
中
２
）・
奥
川
健
太
郎（
大
平
中
３
）

生
田
悟
士（
大
平
中
３
）

作
文
（
小
学
生
の
部
）

◎
特　

選
櫻　

井　

朋　

佳
（
二
田
小
５
）

川　

畑　

周　

平
（
苫
生
小
６
）

○
準
特
選

津
川
陽
香（
二
田
小
４
）・
飛
内
清
佳（
大
湊
小
５
）

佐
々
木
光
希（
大
湊
小
５
）・
横
山
綾
乃（
二
田
小
６
）

福
田
壮
馬（
苫
生
小
６
）

　

去
る
２
月
28
日
（
土
）む
つ
市
立
図
書
館
に
お
い
て
『
第
28
回
交
通
安
全
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
』の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
28
日
・
29
日
の
両
日
、
優
秀
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
今
回
は
ポ

ス
タ
ー
826
点
、
作
文
431
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

入
賞
お
め
で
と
う
！

　

市
で
は
、
平
成
13
年
10
月
に
『
む
つ

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
基
本
計
画
で
は

①
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
具
体

的
な
検
討
を
行
な
う
『
商
業
等
活
性

化
の
た
め
の
事
業
』

②
市
や
県
な
ど
行
政
が
中
心
と
な
っ
て

行
な
う
『
市
街
地
整
備
改
善
の
た
め

の
事
業
』

な
ど
の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
図
る
た
め

の
基
本
施
策
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
認
定
し
た
『
む
つ
市
タ
ウ

ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
構
想
』は
、
基
本

計
画
に
基
づ
い
た
前
記
の
①
の
事
業
に

つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）

の
あ
り
方
を
含
め
た
検
討
結
果
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
商

工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
、
商

業
者
、
地
区
町
内
会
と
と
も
に
検
討
し

て
き
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
３
月
３
日
付
け
で

認
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
主
体
】

　

む
つ
市
中
心
市
街
地
（
田
名
部
地

区
、
大
湊
地
区
）に
お
い
て
、
商
業
等

の
活
性
化
策
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く

り
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）は
、
む
つ
商
工
会

議
所
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

【
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
】

　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
は
、
商
業
等
活
性
化
事
業

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
関
と
し
て
、

事
業
の
推
進
に
対
し
、
総
合
的
か
つ

横
断
的
に
調
整
を
行
な
い
ま
す
。

・
商
業
等
活
性
化
事
業
の
具
体
化
に
向

け
た
調
査
・
検
討

・
商
業
等
活
性
化
事
業
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
合

意
形
成
、
人
材
育
成
な
ど
の
支
援

【
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
組
織
】

　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
し
、
ま
た

Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
の
内

容
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、
次
の

も
の
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）む
つ
市
商
業
等
活
性
化
事
業
運

営
委
員
会

（
構
成
員
…
商
工
会
議
所
、
市
、
商
店
会
、
町
内
会
等
）

【
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
む
事
業
】

（
１
）イ
ベ
ン
ト
内
容
の
充
実
と
共
同
化

の
推
進

・
イ
ベ
ン
ト
共
同
化
事
業

・
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
創
出
事
業

（
２
）総
合
的
な
空
き
店
舗
対
策
の
実
施

・
空
き
店
舗
対
策
事
業

・
複
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
創

出
実
験
事
業

（
３
）サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
に
向
け

『
む
つ
市
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
構
想
』
が

認
定
さ
れ
ま
し
た



( 2 7 )

【むつ科学技術館にキャラクター登場！】

　当館に、オリジナルキャラクターが新しく誕生しました !!

名前は“ナゼポン”です。おなかにある“はてなマーク”と顔

が“手の形”をしているのが、おもな特徴です。

　そこで当館では、オリジナルキャラクター誕生に伴い、

クイズを出題いたします。下にある４つの○の中にあては

まる文字を書いて、４月１８日（日）に開催する『科学技術

週間イベント』のときに、このむつ市政だよりを１階受付

へ持って来てください。みごと、クイズに正解しました先

着５００名様には、オリジナルプレゼントを差し上げます。

ぜひ、クイズに挑戦してみてくださいね。

クイズ

「はじめまして。名前は、○○○○だよ！どうぞよろしくね！」

※但し、プレゼントは、１部につき一つとさせていただきます。

【科学技術週間イベントの予告】

４月１８日（日）に無料開放イベントを開催します。当日は、

アニメ上映や工作教室などを行います。なお、詳しい内容

については、次号でお知らせしますので、楽しみにしてい

て下さい。

【４・５・６月コミュニケーションシアターのご案内】

４月から『偉人たちの夢　レントゲン』に替わり、『しぜんと

あそぼ　～くらげ～』（１５分間）を上映いたします。

　海に浮かんで旅をする不思議な生命体がいます。それは、

透明な体を持つたくさんの種類の『くらげ』です。海の中で

キレイに光る体には、どんな秘密が隠されているのでしょ

うか。赤ちゃんくらげの誕生シーンもお見せします。

　当館にお越しの際には、ぜひ、シアターにもお越しくだ

さいませ。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

▽
佳　

作

横
山
弥
侑（
二
田
小
１
）・
津
川　

遼（
二
田
小
１
）

小
野
内
綾
乃（
奥
内
小
１
）・
横
山
万
里
奈（
二
田
小
４
）

高
谷
英
実（
大
湊
小
５
）・
松
谷
章
子（
二
田
小
５
）

古
川
晃
仁（
大
湊
小
５
）・
伊
藤
大
介（
二
田
小
６
）

川
口
遥
那（
苫
生
小
６
）・
武
石　

愛（
二
田
小
６
）

▼
入　

選

村
田
真
由
子（
二
田
小
２
）・
小
野
友
輔（
苫
生
小
４
）

曽
我
美
月（
大
湊
小
５
）・
吉
田
理
恵（
烏
沢
小
５
）

米
田
沙
紀（
大
湊
小
５
）・
岩
城
潤
子（
大
湊
小
５
）

秋
田
瑞
希（
二
田
小
６
）・
川
島
成
美（
苫
生
小
６
）

作
文
（
中
学
生
の
部
）

◎
特
選杉　

山　
　
　

光
（
田
名
部
中
１
）

田　

澤　

千　

紘
（
大
平
中
２
）

○
準
特
選

小
笠
原
有
紀（
大
湊
中
１
）・
鳥
谷
部
友
紀（
大
湊
中
１
）

四
ッ
谷
千
尋（
田
名
部
中
２
）・
菊
池
翔
子（
田
名
部
中
２
）

▽
佳　

作

中
田
は
る
か（
田
名
部
中
１
）・
品
田
ひ
と
み（
田
名
部
中
１
）

山
口
侑
大（
田
名
部
中
１
）・
竹
本
奈
々
子（
大
平
中
２
）

野
崎
裕
太（
田
名
部
中
２
）・
澤
田
勇
樹（
田
名
部
中
２
）

▼
入　

選

栁
谷
由
成（
角
違
中
１
）・
工
藤
知
恵（
大
平
中
１
）

初
盛
彩
耶（
田
名
部
中
１
）・
田
澤
梨
香（
田
名
部
中
１
）

前
田
知
恵
子（
田
名
部
中
２
）・
横
谷
祥
子（
田
名
部
中
２
）

申
賀
絵
梨（
田
名
部
中
２
）・
藤
田
菜
瑠
美（
田
名
部
中
２
）

〈詳しくは〉

市環境対策課交通対策係

�22-1111内線 333

た
調
査
・
検
討

・
商
店
街
サ
ー
ビ
ス
向
上
シ
ス
テ
ム

検
討（
導
入
）事
業

・
Ｔ
Ｍ
Ｏ
情
報
受
発
信
事
業

（
４
）総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら

拠
点
整
備
の
あ
り
方
の
調
査
・
検
討

・
レ
ン
ガ
通
り
周
辺
観
光
商
業
拠
点

整
備
検
討
事
業

・
緑
と
水
の
回
廊
づ
く
り
事
業

・
街
並
み
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定

・
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
事
業

・
歴
史
民
俗
文
化
資
源
等
発
掘
・
活

用
事
業

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
２
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『
む
つ
市
桜
ま
つ
り
』
期
間
中
の

仮
設
店
舗
敷
地
の
貸
付

　

市
で
は
『
む
つ
市
桜
ま
つ
り
』に
先
立

ち
、
早
掛
沼
公
園
と
水
源
池
公
園
に
出

す
仮
設
販
売
店
な
ど
の
敷
地
貸
付
の
許

可
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

４
月
５
日（
月
）〜
７
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
持
参
す
る
も
の
〉

印
鑑（
市
外
の
方
は
住
民
抄
本
も
必
要
で
す
）

〈
地
割
日
時
〉

 

・
早
掛
沼
公
園
…
４
月
８
日（
木
）

 

・
水
源
池
公
園
…
４
月
９
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
現
地
で
行
な
い

ま
す
。
必
ず
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
小
雨
決
行
）

〈
使
用
料
日
額
〉

 

・
行
商
、
営
業
写
真
…
171
円（
１
人
）

 

・
小
屋
掛
け
、
露
店
営
業
、
興
行
…

69
円（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）

※
市
外
の
方
は
５
割
増
し
で
す
。

〈
使
用
料
支
払
期
間
〉

４
月
12
日（
月
）〜
13
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
詳
し
く
は
〉

市
都
市
計
画
課
公
園
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
３
３

平
成
16
年
度
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
交
付
申
請

　

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
浄

化
槽
の
設
置
予
定
が
あ
り
、
浄
化
槽
の

補
助
金
申
請
を
行
な
う
方
は
、
浄
化
槽

の
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

〈
対
象
地
域
〉

下
水
道
認
可
区
域
外
の
地
域

〈
補
助
対
象
者
〉

　

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
個
人
が
所
有
す
る
居
住
用
の
一
般
住

宅
（
店
舗
と
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

居
住
面
積
が
１
／
２
以
上
）で
、
賃

貸
住
宅
で
な
い
建
物
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方

②
居
住
用
と
し
て
建
売
住
宅
を
購
入
し

た
方
で
『
補
助
対
象
浄
化
槽
の
確
認

済
書
』を
添
付
で
き
る
方

〈
対
象
浄
化
槽
〉

　

浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
が
10
人

以
下
で
、
国
の
補
助
指
針
お
よ
び
市

の
補
助
要
綱
に
適
合
す
る
も
の
。

※
建
売
住
宅
を
建
築
予
定
の
業
者
は
、
工
事

着
工
前
に
『
補
助
対
象
浄
化
槽
の
確
認
願
』

の
申
請
が
必
要
で
す
。

〈
受
付
開
始
〉４
月
２
日（
金
）

〈
事
業
完
了
〉平
成
17
年
３
月
16
日（
水
）ま
で

〈
詳
し
く
は
〉

市
下
水
道
課
業
務
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
４
３

補助金の限度額

人槽区分 限度額

５人槽 159,000円

６・７人槽 186,000円

８～10人槽 234,000円

む
つ
総
合
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
意
の
あ
る
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
活
動
日
〉月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

※
現
在
、
土
・
日
・
祝
日
の
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん

〈
活
動
内
容
〉外
来
患
者
さ
ま
の
お
世
話

 

・
受
診
手
続
き
の
説
明
や
代
筆

 

・
各
科
外
来
、
検
査
室
等
へ
の
ご
案
内

 

・
身
体
の
不
自
由
な
方
へ
の
お
世
話

 

・
車
椅
子
利
用
者
へ
の
お
手
伝
い

 

・
入
院
さ
れ
る
方
の
病
棟
へ
の
ご
案
内

〈
募
集
対
象
〉

　

18
才
〜
70
才
く
ら
い
ま
で
の
健
康

な
方
で
、最
低
３
か
月
以
上
継
続
で
き
、

原
則
と
し
て
週
１
回
以
上
可
能
な
方
。

〈
そ
の
他
〉

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す（
自
己
負
担
な
し
）

 

・
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

 

・
活
動
中
は
、
当
院
が
貸
与
す
る
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
お
よ
び
エ
プ
ロ
ン
を
着

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す

 

・
活
動
に
要
す
る
費
用
（
主
に
交
通
費
）

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
総
合
病
院
総
務
課
庶
務
係

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
２
１
１

む
つ
市
男
女
共
同
参
画

推
進
実
施
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
度
の
、『
む
つ
市
男
女
共
同
参
画

推
進
基
本
計
画
〜
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン

〜
』に
引
き
続
き
、
実
施
計
画
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
具
体

的
に
事
業
等
を
実
施
す
る
た
め
に
、
市

民
（
公
募
含
む
）で
構
成
す
る
懇
話
会
の

意
見
や
要
望
を
参
考
に
し
て
つ
く
っ
た

も
の
で
す
。

　

実
施
計
画
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
政
だ
よ
り
４
月
下
旬
号
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
行
政
に
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
『
む
つ
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
』委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
20
才
以

上
で
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心

の
あ
る
方
。
た
だ
し
、
当
市
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
と
な
っ
て
い
る
方

は
除
く
。

〈
任
期
〉２
年

〈
募
集
人
員
〉３
名

〈
応
募
締
切
〉

５
月
31
日（
月
）当
日
消
印
有
効

〈
応
募
方
法
〉

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、
作
文

『
応
募
の
動
機
に
つ
い
て
』（
４
０
０
字

程
度
）を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

－

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

市
企
画
課
男
女
共
同
参
画
室

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
０

23

－

５
１
７
８

�sankaku120@
city.m

utsu.aom
ori.jp

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員
募
集
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催　
　

し

�
む
つ
漁
業
士
会
『
３
の
市
』

　

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
毎
月
３
の
つ
く
日
（
３
日
・
13
日
・

23
日
）に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
『
３
の

市
』は
、
今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
に

新
鮮
で
安
心
で
き
る
魚
介
類
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
今
年
は
４
月
３
日
よ
り

開
催
す
る
予
定
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
下
北
観
光
物
産
館

�

22

－

０
９
０
９

住

ま

い

�

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
募
集
物
件
〉

 

・
昭
和
団
地
…
…
…
…
…
…
…
３
戸

 

・
金
谷
団
地
…
…
…
…
…
…
…
２
戸

〈
受
付
期
間
〉４
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

〈
入
居
者
の
選
考
方
法
〉

　

入
居
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
当
選
者
の
入
居
予
定
日
〉７
月
１
日（
木
）

〈
そ
の
他
〉

　

中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
入
居
者
も
募
集
中
で
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�
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－

８
５
８
１
内
線
２
７
５

　

 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
大
湊
幼
稚
園
用
（
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
上
下（
120 

cm
〜
）・
夏

用
半
袖
、
短
パ
ン
・
リ
ュ
ッ
ク
、

靴
入
れ
、
バ
ッ
ジ
、
運
動
会
用
帽

子
）、
電
子
ピ
ア
ノ
、
二
段
ベ
ッ
ド
、

パ
ソ
コ
ン
、
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ス
キ
ー
用
具
一
式
（
身
長

140 

cm
）

・
不
用
品
…
天
体
望
遠
鏡
、
机
・
イ
ス

（
子
ど
も
用
）、
男
の
子
用
背
広
・

ワ
イ
シ
ャ
ツ

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�
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－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

サ
ー
ク
ル

�

裂
き
織
り
サ
ー
ク
ル

　

裂
き
織
り
サ
ー
ク
ル
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
古
布
を

利
用
し
て
自
分
だ
け
の
作
品
を
織
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
は
じ
め
て
の
方
で

も
会
員
が
指
導
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉４
月
19
日（
月
）・
21
日（
水
）

午
後
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉大
平
町
９
番
７
号

〈
定
員
〉10
名（
先
着
順
）

〈
材
料
費
〉２
千
円

〈
申
込
締
切
〉４
月
15
日（
木
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

裂
き
織
り
サ
ー
ク
ル（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

�

24

－

０
５
０
８

�

こ
ぎ
ん
刺
し
サ
ー
ク
ル

　

津
軽
の
伝
統
的
な
手
仕
事
『
こ
ぎ
ん

刺
し
』を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
は
じ

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉毎
月
２
回午

前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
会
費
〉１
千
円（
１
か
月
分
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

こ
ぎ
ん
刺
し
サ
ー
ク
ル

石
田
さ
ん
�

22

－

１
７
２
２

川
村
さ
ん
�

22

－

２
６
１
１

市政だより掲載記事

募　集　中！！
　みなさんの身近なニュース、楽しかったことや日常

の生活で感じたことなどを紹介します。

　住所と氏名、連絡先を明記のうえ写真があれば写真

と簡単なコメント等を添えて係までお寄せください。

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線254

知
的
障
害
児
の
み
な
さ
ん
と

ご
家
族
を
支
援
し
ま
す

『
は
ま
ゆ
り
学
園
』
の
紹
介

　

知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、

個
々
の
児
童
の
特
性
や
発
達
段
階
に
応

じ
た
処
遇
を
行
な
い
、
身
辺
処
理
の
確

立
や
将
来
自
立
す
る
た
め
の
指
導
に
力

を
い
れ
て
い
る
入
所
型
の
施
設
で
す
。

　

在
宅
の
知
的
障
害
児
お
よ
び
そ
の
後

家
族
の
療
育
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
の
見
学
等
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
れ
ば
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

【『
短
期
間
入
所
』の
ご
利
用
に
つ
い
て
】

　

病
気
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
・
学
校

行
事
参
加
等
の
社
会
的
理
由
や
、
一

時
的
に
子
育
て
か
ら
離
れ
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
等
の
私
的
な
理
由

で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
単
位
の
お
預
か
り
も

い
た
し
ま
す
。
申
込
み
方
法
に
つ
い

て
は
、
直
接
、
は
ま
ゆ
り
学
園
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
期
間
〉

原
則
と
し
て
１
か
月
7
日
間
以
内

※
一
部
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

は
ま
ゆ
り
学
園
指
導
係　

�

26

－

２
１
１
３

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
３
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３月１日現在　平均価格

〈灯　　油〉　☆ 1 ローリー価格
　　　　　　☆ 18 配達価格
〈ＬＰガス〉　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス 10 ｍ3

〈ガソリン〉　☆レギュラー１ 現金
　　　　　　☆軽油１ 現金

今月平均
44 円
852 円
4,104 円
6,579 円
103 円
83 円

価格の幅
39 ～ 47
 702 ～ 924
3,990 ～ 4,250
6,405 ～ 6,615
 97 ～ 109
 78 ～ 89

前月平均
（44 円）
（852 円）
（4,104 円）
（6,579 円）
（103 円）
（82 円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

【総合健診】
　基本健診と各種がん検診（胃・大腸・肺・前立腺・子宮・

乳の各がん検診）のうち希望するものを１日で受けることが

できます。定員になり次第締め切りますので、健診を希望す

る方は電話でお申し込みください。

　なお、申し込みは４月１日（木）から開始します。それ以前

の申し込みは受け付けませんのでご了承ください。

月　日 会　　場 定　員

５月２４日（月） 市 公 民 館 １４０名

５月２５日（火） 下 北 文 化 会 館 １４０名

５月３１日（月） 大曲コミュニティセンター １４０名

６月 １ 日（火） 下 北 文 化 会 館 １４０名

６月 ７ 日（月） 市 公 民 館 １４０名

６月 ８ 日（火） 下 北 文 化 会 館 １４０名

６月１３日（日） 海老川コミュニティセンター １４０名

６月２２日（火） 下 北 文 化 会 館 １４０名

※６月13日（日）海老川コミュニティセンターで実施する健診につきま

しては、子宮がん検診・乳がん検診を除いた健診内容となります。

〈受付時間〉

基本健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診…午前７時～８時30分

子宮・乳がん検診………………………正午～午後１時

〈対象年齢〉

検診名 対象年齢

基本健康診査

胃・大腸・肺がん検診
40才以上

前立腺がん検診
50才以上の男性

※基本健診申込者で希望者が対象です

子宮がん検診 30才以上の女性

乳がん検診
① 30～ 39才の女性

② 40才以上の女性

〈健（検）診料〉

基 本 検 診 １,３００円 前立腺がん検診 １,７８５円

大腸がん検診 ５００円 乳がん検診

子宮がん検診 ６００円 視触診検査 ３００円

胃がん検診 ９００円 乳房Ｘ線検査 ４００円

肺がん検診 ２００円

※上記健（検）診料は対象年齢に該当する方で、むつ市に住民登録をしている方となり
ます。住民登録をしていない方、または対象年齢以外の方で健康診査を受けたい方
は健（検）診料を全額徴収します。金額についてはお問い合わせください。ただし、
生活保護受給中または市民税非課税世帯の方、７０才以上の方は無料です。（前立腺
がん検診は徴収です）

【乳がんの検診の方法が変わります！】
　これまでの乳がん検診は、問診と医師が触って診断する『視

触診』という方法が主に行なわれてきました。しかし、最近

は４０才からの『乳房Ｘ線撮影（マンモグラフィー）』実施が乳

がんの死亡率低下に役立つといわれています。また、検診の

正確さや精密さの度合いからみると乳房Ｘ線検査による検診

の実施は２年に１回の検診が基本であるといわれています。

　そこで今年度からより効果のある検診を市民の方々に提供

したいと考え、４０才以上の方へ乳房Ｘ線撮影（マンモグラ

フィー）実施による検診を導入します。

　また、対象年齢や年代ごとに乳がん検診の方法も異なりま

すのでご了承ください。

〈今年度の対象年齢〉

①３０～３９才の女性の方は例年どおりの検診方法です。

②４０才以上の女性の方

平成１７年３月３１日までに４０、４２、４４、４６…と

偶数の年齢になる方が対象となります。
４０才 昭和３９年４月１日～昭和４０年３月３１日 ６８才 昭和１１年４月１日～昭和１２年３月３１日

４２才 昭和３７年４月１日～昭和３８年３月３１日 ７０才 昭和 ９ 年４月１日～昭和１０年３月３１日

４４才 昭和３５年４月１日～昭和３６年３月３１日 ７２才 昭和 ７ 年４月１日～昭和 ８ 年３月３１日

４６才 昭和３３年４月１日～昭和３４年３月３１日 ７４才 昭和 ５ 年４月１日～昭和 ６ 年３月３１日

４８才 昭和３１年４月１日～昭和３２年３月３１日 ７６才 昭和 ３ 年４月１日～昭和 ４ 年３月３１日

５０才 昭和２９年４月１日～昭和３０年３月３１日 ７８才 昭和 元 年４月１日～昭和 ２ 年３月３１日

５２才 昭和２７年４月１日～昭和２８年３月３１日 ８０才 大正１３年４月１日～大正１４年３月３１日

５４才 昭和２５年４月１日～昭和２６年３月３１日 ８２才 大正１１年４月１日～大正１２年３月３１日

５６才 昭和２３年４月１日～昭和２４年３月３１日 ８４才 大正 ９ 年４月１日～大正１０年３月３１日

５８才 昭和２１年４月１日～昭和２２年３月３１日 ８６才 大正 ７ 年４月１日～大正 ８ 年３月３１日

６０才 昭和１９年４月１日～昭和２０年３月３１日 ～ ～

６２才 昭和１７年４月１日～昭和１８年３月３１日

６４才 昭和１５年４月１日～昭和１６年３月３１日

６６才 昭和１３年４月１日～昭和１４年３月３１日

〈実施方法〉

対象年齢 実施方法 検診料金

３０～３９才
主 に 視 触 診

（医師の指示によりマンモグラフィーおよび超音波検査）

３００円

（マンモグラフィー・超音波検査の追加）

＋４００円

４０～５８才 視触診＋マンモグラフィー ７００円

６０才以上 マンモグラフィーのみ ４００円
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★８日（木）

ふくし　かずやふくし　かずや　 　 くんくん

　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

木 村 産 婦 人 科 医 院

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

千 田 医 院

中央レディースクリニック

☆　４　日（日）

☆ 11 日（日）

☆ 18 日（日）

☆ 25 日（日）

☆ 29 日（祝）

４ 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（予防接種）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

４月 21日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成15年６月生まれの乳児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

４月 28日（水）
12:10 ～ 12:20

１才６か月健康診査

平成14年９月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

４月 23日（金）
13:00 ～ 13:20

２才児歯科健康診査

平成13年 10月生まれの幼児が対象です。場所は
下北文化会館検査検診室。

４月 16日（金）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成12年 10月生まれの幼児が対象です。場所は
下北文化会館技術訓練室。

４月 20日（火）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

４月の健康相談（高血圧症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高血圧症につ
いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

４ 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

☆麻しん・風しん・三種混合☆

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

４月６日

４月６日

４月23日

対　象　児

１才～７才６か月未満 

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満  

         佐藤小児科 ･･午後２時～午後５時
　        ちばクリニック･･･午後２時～午後３時 30分
           菊 池 医 院 ･･午後１時 30分～午後２時 30分

時 間

これからの予防接種日程

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年７月生まれおよび平成15年 12
月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

４月 21日（水）
10:10 ～ 10:20

� 22-3323

� 22-5800

� 22-4010

� 22-2639

� 24-3151

　　　

日本脳炎予防接種
　日本脳炎予防接種を下記日程で実施します。対象になる方は、予

診票と母子手帳を持参し、会場へお越しください。

　対象の方には個別に通知いたします。

実施日 受付時間 会場

４月２２日（木） １２：４５～１３：３０ 下北文化会館

〈詳しくは〉

市健康推進課予防係

�２２－１１１１内線４４５

株式会社 大魚

むつ商工会議所

協同印刷工業株式会社

10:30～12:00

13:30～14:30

15:00～16:30

ばば　ゆりあばば　ゆりあ　 　 ちゃんちゃん
たけばやし　まなたけばやし　まな　 　 ちゃんちゃん



( 3 2 )『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

芦崎湾の潮干狩り
今年度から、会場への一般車両の乗り入れができなくなりますのでご注意ください！

　むつ市の春の風物詩『芦崎湾の潮干狩り』が、今年も次のとおり開催されます。

　毎年たくさんの方々が自家用車で来場されておりますが、それに伴い交通渋滞でのトラブルが後を絶たないこと、また緊

急車両および潮干狩り以外の車両の通行障害が危惧される状況のため、潮干狩りを継続していくための対策として、今年度

から会場への一般車両の乗り入れを禁止することにしました。（ただし、自転車・オートバイの場合は入場できます）

　潮干狩りに参加されるみなさんには、ＪＲ臨時路線バスのご利用をお勧めします。また自家用車で参加される方は、当日

真砂町埋立地（大平岸壁）に臨時駐車場を設け、潮干狩り会場までＪＲバス臨時便をご利用ください。

　当日は、自衛隊補給所前の直線道路脇（国道）には、駐車しないようお願いします。

 〈い　　つ〉 ４月１７日（土）・午前６時３０分～正午 （最大干潮時刻・午前８時１８分）

   ４月１８日（日）・午前６時３０分～正午 （最大干潮時刻・午前８時５６分）

 〈入　場　料〉 大人（中学生以上）1,000円　小人（小学生）500円

 〈詳しくは〉 むつ市漁業協同組合　�24-1261

潮
干
狩
り
会
場
行

田名部駅 山田（営業所前） 大湊駅 海上自衛隊前 潮干狩り会場

田
名
部
駅
行

潮干狩り会場 海上自衛隊前 大湊駅 山田（営業所前） 田名部駅

6:00 6:10 6:13 6:17 6:30 10:30 10:43 10:47 10:50 11:00 田名部駅 ～ 潮干狩り会場 590円

6:10 6:20 6:23 6:27 6:40 10:50 11:03 11:07 11:10 11:20 山田 ～ 潮干狩り会場 420円

6:20 6:30 6:33 6:37 6:50 11:10 11:23 11:27 11:30 11:40 大湊駅 ～ 潮干狩り会場 360円

7:00 7:10 7:13 7:17 7:30 11:30 11:43 11:47 11:50 12:00 ※上記運賃は片道運賃です。

7:15 7:25 7:28 7:32 7:45 11:50 12:03 12:07 12:10 12:20

7:30 7:40 7:43 7:47 8:00 12:10 12:23 12:27 12:30 12:40

7:45 7:55 7:58 8:02 8:15 12:20 12:33 12:37 12:40 12:50

8:00 8:10 8:13 8:17 8:30 12:30 12:43 12:47 12:50 13:00 真砂町駐車場 → 潮干狩り会場 450円

8:20 8:30 8:33 8:37 8:50 12:40 12:53 12:57 13:00 13:10 真砂町駐車場 ← 潮干狩り会場 450円

8:40 8:50 8:53 8:57 9:10 12:50 13:03 13:07 13:10 13:20 ※随時運行いたします。上記運賃は片道運賃です。

9:00 9:10 9:13 9:17 9:30 13:00 13:13 13:17 13:20 13:30
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